大学一年生における「漢字力と漢字学習」の現状と課題 : 「教養国語」の授業を中心に by 山本 哲生
【
論
文
概
要
】
社
会
人
や
学
生
の
漢
字
力
が
問
わ
れ
始
め
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ワ
ー
プ
ロ
機
能
の
発
達
に
伴
い
、
欧
米
等
と
異
な
り
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
を
国
語
と
す
る
私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
、
漢
字
や
文
章
を
書
く
こ
と
が
画
期
的
に
変
化
し
た
。
つ
ま
り
、
手
書
き
に
替
わ
っ
て
気
軽
に
、
簡
単
に
、
漢
字
が
「
書
け
る
」
よ
う
に
な
っ
た
。
29
年
ぶ
り
に
常
用
漢
字
表
が
改
定
さ
れ
た
の
も
そ
の
影
響
が
大
き
い
。
一
方
で
、
書
字
力
衰
退
の
危
惧
も
あ
る
。
特
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
世
代
の
若
者
の
漢
字
力
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
義
務
教
育
か
ら
高
等
教
育
へ
、
大
学
一
年
生
の
漢
字
力
や
漢
字
学
習
の
実
態
や
分
析
が
必
要
で
、
興
味
深
い
。
担
当
の
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
そ
の
現
状
と
課
題
を
探
っ
た
。
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
漢
字
力
自
覚
知
識
と
興
味
・
関
心
自
己
採
点
調
べ
る
は
じ
め
に
本
学
の
四
年
制
で
は
、
一
年
生
の
必
修
基
礎
科
目
と
し
て
「
教
養
国
語
」「
教
養
英
語
」「
人
間
論
」「
総
合
ゼ
ミ
」
を
全
学
共
通
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
て
い
る
。
全
学
と
は
、
生
活
科
学
部
、
文
学
部
、
経
営
情
報
学
部
、
看
護
学
部
の
四
学
部
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
変
化
の
激
し
い
社
会
に
お
け
る
生
き
る
力
の
礎
と
な
る
学
び
を
身
に
付
け
さ
せ
る
願
い
が
あ
る
。
学
生
は
、
Ａ
Ｏ
、
推
薦
、
セ
ン
タ
ー
、
一
般
等
の
さ
ま
ざ
ま
の
形
態
の
入
学
試
験
を
経
て
入
学
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
部
に
よ
っ
て
差
異
は
あ
る
が
、「
国
語
」
を
受
験
科
目
と
し
て
選
択
し
て
い
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
混
在
し
て
い
る
。「
教
養
国
語
」
の
授
業
は
、
全
学
部
生
を
6
班
編
成
で
半
期
ご
と
に
90
分
の
15
コ
マ
実
施
し
、
年
間
12
班
を
文
学
部
教
員
5
名
と
生
活
科
学
部
国
語
教
育
担
当
教
員
（
筆
者
）
1
名
で
指
導
し
て
い
る
。
筆
者
は
昭
和
48
年
度
〜
平
成
20
年
度
ま
で
小
学
校
教
員
、
教
育
委
員
会
事
務
局
員
と
し
て
国
語
科
教
育
に
携
わ
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
後
に
教
員
養
成
大
学
で
二
年
間
就
職
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た
後
に
大
学
教
員
と
な
っ
た
。
小
学
校
で
指
導
し
た
児
童
が
中
学
校
、
高
等
学
校
の
国
語
科
教
育
を
経
て
大
学
生
と
な
っ
た
と
き
の
漢
字
力
の
実
態
や
漢
字
学
習
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
興
味
・
関
心
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
現
在
の
一
年
生
は
い
わ
ゆ
る
ゆ
と
り
世
代
の
学
生
で
あ
り
、
三
つ
の
学
部
生
に
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
進
め
な
が
ら
意
識
調
査
や
成
績
、
態
度
等
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
分
析
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
漢
字
力
は
本
当
に
低
下
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
漢
字
学
習
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
か
、
漢
字
を
巡
る
実
態
に
つ
い
て
現
在
も
継
続
し
て
実
践
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
一
年
生
に
と
っ
て
今
後
の
大
学
で
の
学
習
や
研
究
、
自
ら
の
学
生
生
活
、
就
職
活
動
等
に
と
っ
て
、
国
語
力
・
漢
字
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
な
教
育
で
あ
大
学
一
年
生
に
お
け
る
「
漢
字
力
と
漢
字
学
習
」
の
現
状
と
課
題
―
―
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
―
―
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り
、
教
養
国
語
は
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
学
び
で
あ
る
。
1
研
究
の
目
的
現
在
の
若
者
の
大
半
は
、
終
日
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
後
「
ス
マ
ホ
」）
を
片
時
も
手
放
さ
ず
、
器
用
に
素
早
く
メ
ー
ル
を
打
ち
、
会
話
の
や
り
と
り
も
す
る
。
授
業
や
レ
ポ
ー
ト
に
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
活
用
が
著
し
い
。
昭
和
世
代
の
手
書
き
の
時
代
と
異
な
り
、
簡
単
に
漢
字
や
文
章
を
「
書
く
」
こ
と
が
で
き
る
現
在
、
情
報
機
器
が
漢
字
力
や
表
現
力
の
育
成
を
画
期
的
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
現
代
の
高
校
生
や
大
学
生
の
漢
字
力
に
は
課
題
が
見
ら
れ
る
。
平
成
23
年
8
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
国
語
教
育
学
会
の
大
学
部
会
の
テ
ー
マ
で
「
社
会
人
と
漢
字
力
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
発
表
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
実
態
や
能
力
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。
、
そ
の
中
で
2
人
の
高
校
教
員
か
ら
発
表
さ
れ
た
の
は
、
高
校
生
の
漢
字
力
と
興
味
・
関
心
が
低
下
し
て
い
る
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
の
基
礎
学
力
ド
リ
ル
や
一
般
常
識
テ
ス
ト
等
を
継
続
し
て
い
る
と
い
っ
た
取
組
で
あ
っ
た
。
現
在
の
文
部
科
学
省
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
学
校
で
一
〇
〇
六
字
、
中
学
校
か
ら
高
校
で
は
改
定
常
用
漢
字
二
〇
三
六
字
の
漢
字
の
読
み
書
き
が
お
お
む
ね
出
来
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
に
と
っ
て
は
大
き
な
学
習
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
字
と
仮
名
を
国
字
と
定
め
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
が
日
常
生
活
に
お
い
て
表
現
や
伝
達
の
手
段
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
獲
得
に
努
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
日
本
や
中
国
な
ど
で
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
等
使
用
国
と
比
較
す
れ
ば
、
は
る
か
に
多
大
な
時
間
が
漢
字
習
得
学
習
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
表
意
文
字
と
し
て
の
漢
字
や
語
彙
・
語
句
を
習
得
し
て
自
在
に
操
作
し
活
用
す
る
こ
と
で
、
確
か
で
豊
か
な
表
現
や
伝
達
、
文
化
と
繋
が
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
わ
が
国
独
自
の
豊
か
な
言
語
文
化
を
生
み
出
し
て
き
て
お
り
、
漢
字
習
得
は
、
今
後
も
必
要
か
つ
不
可
避
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
大
学
一
年
生
の
漢
字
力
の
実
態
を
知
り
、
教
養
と
し
て
の
漢
字
力
・
国
語
力
を
身
に
付
け
る
意
欲
・
態
度
や
能
力
を
養
う
た
め
、
次
の
研
究
目
的
を
定
め
た
。
（
1
）
一
年
生
の
漢
字
力
に
つ
い
て
、
意
識
調
査
や
漢
字
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
識
や
能
力
の
実
態
を
把
握
し
、
比
較
、
分
析
、
考
察
を
す
る
。
（
2
）
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
て
漢
字
指
導
を
行
い
、
個
々
の
漢
字
学
習
に
つ
い
て
の
実
態
を
把
握
し
、
比
較
、
分
析
、
考
察
を
行
う
。
（
3
）
テ
ス
ト
を
自
己
採
点
す
る
こ
と
で
、
採
点
ミ
ス
と
漢
字
習
得
力
の
関
連
を
調
べ
る
。
（
4
）
テ
ス
ト
範
囲
予
告
の
場
合
と
範
囲
な
し
の
抜
き
打
ち
テ
ス
ト
の
場
合
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
力
と
学
習
効
果
に
つ
い
て
調
べ
る
。
（
5
）
大
学
一
年
生
に
と
っ
て
の
効
果
的
な
漢
字
指
導
と
漢
字
学
習
に
つ
い
て
探
究
す
る
。
こ
の
授
業
や
研
究
の
目
的
は
、
難
解
な
漢
字
の
読
み
書
き
ま
で
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
□
一
年
生
の
段
階
で
、
ま
ず
は
自
分
の
漢
字
力
や
漢
字
へ
の
意
識
を
問
い
直
す
。
□
学
び
を
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
や
授
業
・
研
究
、
生
活
に
役
立
て
る
。
□
大
学
生
や
社
会
人
と
し
て
の
教
養
を
身
に
付
け
よ
う
と
す
る
「
自
覚
」
を
求
め
る
。
□
国
字
で
あ
る
漢
字
へ
の
興
味
・
関
心
を
呼
び
戻
し
、
そ
の
学
習
意
義
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
。
□
読
み
書
き
で
き
な
い
漢
字
は
放
置
せ
ず
、
自
ら
進
ん
で
調
べ
て
習
得
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
身
に
付
け
る
□
国
際
化
、
情
報
化
が
急
激
に
進
行
す
る
中
で
、
わ
が
国
の
伝
統
的
な
言
語
文
化
を
見
直
し
、
母
国
語
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
大
学
一
年
生
に
お
け
る
「
漢
字
力
と
漢
字
学
習
」
の
現
状
と
課
題
―
―
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
―
―
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研
究
グ
ル
ー
プ
Ａ
群
Ｂ
群
Ｃ
群
Ｄ
群
計
対
象
人
数
41
人
44
人
48
人
56
人
189
人
時
期
平
成
23
年
前
期
平
成
23
年
後
期
平
成
24
年
前
期
平
成
24
年
後
期（
現
在
）
23
年
4
月
〜
24
年
12
月
◇
テ
キ
ス
ト
使
用
で
範
囲
指
定
漢
字
テ
ス
ト
10
回
の
平
均
点
85
・
7
91
・
8
90
・
5
90
・
3
全
平
均
点
89
・
6
（
右
表
の
「
◇
テ
キ
ス
ト
使
用
で
範
囲
指
定
漢
字
テ
ス
ト
10
回
の
平
均
点
」
は
、
次
の
（
2
）
③
の
方
法
に
よ
る
テ
ス
ト
の
平
均
点
。
Ａ
〜
Ｄ
各
群
の
問
題
は
一
部
異
な
る
が
、
お
お
む
ね
同
じ
問
題
に
よ
る
調
査
〈
テ
ス
ト
〉
で
あ
る
）
2
研
究
の
方
法
研
究
は
、「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
と
し
て
、
筆
者
担
当
の
授
業
を
ほ
ぼ
二
年
に
わ
た
っ
て
受
講
し
た
一
年
生
を
対
象
と
し
、
次
の
方
法
に
よ
っ
た
。
（
1
）
研
究
対
象
・
時
期
等
（
2
）
研
究
方
法
「
教
養
国
語
」
の
授
業
は
6
名
が
担
当
し
て
い
る
が
各
自
の
指
導
方
法
で
授
業
を
進
め
て
い
て
、
筆
者
は
昨
年
の
赴
任
時
に
指
導
を
受
け
た
文
学
部
教
員
の
方
法
を
踏
襲
し
、
漢
字
の
読
み
書
き
だ
け
で
な
く
総
合
的
な
国
語
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
前
者
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
て
の
学
習
指
導
を
以
下
の
よ
う
に
試
行
し
て
き
た
。
①
授
業
の
開
始
日
と
終
了
日
に
意
識
調
査
や
振
り
返
り
調
査
を
実
施
し
、
集
計
も
分
析
、
比
較
、
考
察
を
行
う
こ
と
で
以
後
の
授
業
に
生
か
す
。
②
第
1
回
（
初
回
）
と
第
15
回
（
最
終
回
）
に
全
学
共
通
漢
字
調
査
（
テ
ス
ト
）
を
行
い
、
50
問
の
正
答
数
を
集
計
し
、
個
々
の
間
違
い
等
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
以
後
の
漢
字
指
導
・
学
習
に
生
か
す
。
こ
れ
は
全
学
共
通
の
方
法
で
実
施
す
る
。
③
第
2
回
か
ら
第
11
回
は
、
テ
キ
ス（
註
1
）
ト
を
使
用
し
、
全
受
講
生
に
持
た
せ
る
。
テ
キ
ス
ト
の
問
題
の
中
か
ら
毎
回
漢
字
小
テ
ス
ト
を
行
い
定
着
を
図
る
。
毎
回
テ
キ
ス
ト
8
ペ
ー
ジ
分
の
範
囲
指
定
で
「
漢
字
を
読
む
力
」「
漢
字
を
書
く
力
」「
こ
と
ば
の
力
」「
文
章
表
現
・
韻
文
・
文
学
史
・
文
法
の
力
」
の
4
領
域
に
つ
い
て
学
習
し
て
定
着
度
を
調
べ
た
り
、
振
り
返
り
の
学
習
記
録
を
書
い
た
り
す
る
。
④
第
12
回
か
ら
第
14
回
は
、
テ
キ
ス
ト
か
ら
問
題
指
定
で
の
総
復
習
問
題
、
漢
字
検
定
の
3
級
〜
2
級
の
過
去
問
か
ら
の
範
囲
指
定
問
題
を
使
用
し
て
予
習
し
、
漢
字
力
総
テ
ス
ト
を
行
う
。
こ
の
3
回
は
、
漢
字
の
読
み
書
き
の
力
の
み
に
絞
っ
て
実
施
す
る
。
⑤
以
上
の
方
法
で
指
導
し
て
調
査
（
テ
ス
ト
）
し
、「
予
習
（
調
べ
る
）
↓
ポ
イ
ン
ト
解
説
（
講
義
）
↓
答
え
合
わ
せ
（
解
答
を
見
て
）、
自
習
（
覚
え
直
し
）
↓
テ
ス
ト
↓
自
己
採
点
↓
学
習
記
録
↓
提
出
（
教
員
チ
ェ
ッ
ク
）」
の
パ
タ
ー
ン
で
意
識
や
漢
字
力
の
実
態
把
握
を
行
う
。
⑥
さ
ま
ざ
ま
な
分
類
、
方
法
で
各
デ
ー
タ
を
入
力
し
、
分
析
と
考
察
を
行
う
。
3
研
究
に
あ
た
っ
て
―
―
漢
字
と
漢
字
教
育
に
つ
い
て
―
―
（
1
）
世
界
や
わ
が
国
の
漢
字
の
歴
史
漢
字
は
、
紀
元
前
一
五
〇
〇
〜
一
三
〇
〇
年
頃
の
古
代
中
国
文
明
に
お
い
て
、
甲
骨
文
と
し
て
牛
な
ど
の
肩
胛
骨
や
亀
の
甲
羅
に
刻
ま
れ
た
文
字
と
し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
後
に
、
青
銅
器
な
ど
の
金
属
器
に
鋳
造
さ
れ
、
数
千
年
に
わ
っ
た
っ
て
何
万
と
も
何
十
万
と
も
言
わ
れ
る
お
び
た
だ
し
い
数
の
漢
字
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
生
活
や
文
化
に
必
要
な
漢
字
が
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
日
本
へ
は
、『
後
漢
書
』
の
「
漢
委
奴
国
王
」
に
よ
る
と
、
一
世
紀
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
五
世
紀
末
に
は
埼
玉
県
や
熊
本
県
の
古
墳
出
土
の
太
刀
銘
が
現
存
し
、
次
第
に
中
国
か
ら
取
り
込
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
日
本
人
が
漢
字
を
基
に
そ
の
一
部
を
取
っ
て
片
仮
名
大
学
一
年
生
に
お
け
る
「
漢
字
力
と
漢
字
学
習
」
の
現
状
と
課
題
―
―
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
―
―
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を
、
漢
字
の
字
形
を
崩
し
て
柔
ら
か
い
曲
線
の
平
仮
名
の
表
音
文
字
を
創
り
出
し
た
。
ロ
ー
マ
字
を
加
え
て
多
様
な
文
字
を
使
い
こ
な
す
民
族
は
世
界
で
も
類
を
み
な
い
こ
と
で
あ
り
、
わ
が
国
独
自
の
多
様
で
豊
か
な
表
現
、
文
化
を
築
い
て
き
た
。
漢
字
は
、
欧
米
等
や
ハ
ン
グ
ル
の
文
字
の
よ
う
に
表
音
文
字
だ
け
で
な
く
、
文
字
自
体
が
意
味
を
表
す
表
意
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
数
の
多
さ
と
字
形
等
の
複
雑
さ
な
ど
か
ら
漢
字
文
化
だ
っ
た
ア
ジ
ア
圏
の
各
国
で
は
変
化
が
見
ら
れ
た
。
か
つ
て
中
国
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
は
、
漢
字
を
共
通
言
語
と
し
て
一
つ
の
文
化
圏
を
形
成
し
て
い
た
。
し
か
し
近
代
以
降
、
漢
字
文
化
圏
は
崩
壊
の
道
を
た
ど
る
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
政
策
に
よ
り
漢
字
は
ロ
ー
マ
字
化
さ
れ
、
朝
鮮
で
は
民
族
意
識
の
高
揚
に
よ
り
ハ
ン
グ
ル
化
さ
れ
た
。
漢
字
を
生
ん
だ
中
国
で
は
、
漢
字
がへん
教
育
の
停
滞
を
も
た
ら
し
た
元
凶
だ
と
し
て
廃
止
が
叫
ば
れ
、
一
九
五
六
年
以
降
は
偏
つ
く
り
や
旁
を
大
胆
に
省
略
し
た
簡
体
字
が
正
式
字
体
と
な
っ
た
。
日
本
は
と
い
え
ば
、
後
述
の
よ
う
に
敗
戦
後
の
国
語
政
策
で
漢
字
に
極
端
な
制
限
や
改
変
が
加
え
ら
れ
た
。
従
来
の
漢
字
を
用
い
て
い
る
の
は
台
湾
・
香
港
な
ど
一
部
だ
け
で
あ
る
。
文
化
の
根
底
を
な
す
漢
字
が
な
く
な
れ
ば
、
数
千
年
に
わ
た
る
伝
統
は
絶
た
れ
、
文
化
は
消
滅
す（
註
2
）
る
。
わ
が
国
で
も
、
戦
後
の
連
合
国
軍
の
政
策
で
「
漢
字
は
そ
の
数
が
極
め
て
多
く
、
字
形
や
読
み
書
き
も
複
雑
で
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
習
得
が
難
し
い
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
ロ
ー
マ
字
ま
た
は
仮
名
文
字
で
表
記
す
る
方
針
も
検
討
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。日
本
の
伝
統
文
化
や
言
語
文
化
の
危
機
で
も
あ
っ
た
が
、戦
後
さ
ま
ざ
ま
な
審
議
、
検
討
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
歴
史
に
つ
い
て
、
筆
者
は
深
く
学
ぼ
う
と
す
る
努
力
を
怠
っ
た
ま
ま
教
壇
に
立
ち
、
児
童
に
漢
字
指
導
を
し
て
き
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。
研
究
対
象
学
生
に
聞
い
て
も
、
そ
う
し
た
知
識
を
基
に
漢
字
の
お
も
ろ
し
さ
や
大
切
さ
を
教
育
さ
れ
た
教
師
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
子
ど
も
の
漢
字
教
育
に
直
接
携
わ
る
教
員
や
教
育
関
係
者
は
、
今
一
度
漢
字
の
歴
史
や
成
り
立
ち
に
つ
い
て
の
知
識
を
増
や
し
、
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
た
漢
字
の
魅
力
的
な
学
習
指
導
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
（
2
）
漢
字
の
特
徴
漢
字
は
表
意
文
字
で
あ
り
、
字
形
、
字
音
、
字
義
が
あ
る
。
長
い
長
い
歴
史
と
複
雑
な
経
緯
を
た
ど
っ
て
現
在
の
漢
字
が
あ
る
。
し
か
も
、
圧
倒
的
な
数
の
漢
字
が
あ
り
、
中
国
で
も
日
本
で
も
使
用
す
る
基
準
と
な
る
漢
字
数
の
目
安
を
決
め
、
共
通
し
て
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
数
の
多
さ
や
字
形
だ
け
で
な
く
、
字
音
や
字
義
に
つ
い
て
学
習
す
べ
き
こ
と
は
多
い
。
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
漢
字
や
漢
語
に
は
音
読
み
が
あ
り
、
音
読
み
の
漢
語
と
と
も
に
、
日
本
で
使
わ
れ
て
い
た
訓
読
み
の
和
語
が
あ
る
。
同
義
語
で
も
、
多
様
な
語
句
が
使
わ
れ
る
。
そ
の
う
え
、
外
国
か
ら
入
っ
て
き
た
外
来
語
、
そ
れ
ら
を
器
用
に
組
み
合
わ
せ
た
混
種
語
を
、
相
手
、
場
所
、
目
的
に
よ
っ
て
混
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
幸
福
・
幸
せ
・
ハ
ッ
ピ
ー
」「
解
約
・
取
り
消
し
・
キ
ャ
ン
セ
ル
」
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
り
、
個
人
や
場
所
、
目
的
に
よ
っ
て
い
ず
れ
も
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
語
彙
の
理
解
や
獲
得
に
も
多
大
な
努
力
と
時
間
を
要
す
る
。
比
較
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
例
え
ば
、
英
語
は
ロ
ー
マ
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文
字
26
、
大
文
字
26
、
52
文
字
の
組
み
合
わ
せ
で
単
語
を
構
成
し
、
そ
の
単
語
の
組
み
合
わ
せ
で
文
章
が
書
け
る
。
わ
が
国
の
児
童
・
生
徒
、
学
生
へ
の
漢
字
学
習
、
指
導
の
在
り
方
は
永
遠
の
課
題
で
あ
り
、
奥
が
深
い
。
（
3
）
漢
字
教
育
小
学
校
長
時
代
に
併
設
幼
稚
園
の
園
長
も
兼
務
し
た
筆
者
の
経
験
で
も
、
子
ど
も
は
幼
児
期
に
言
葉
を
獲
得
す
る
の
に
つ
れ
て
、
一
般
的
に
3
、
4
歳
頃
か
ら
文
字
へ
の
興
味
も
出
て
き
て
、
4
歳
後
半
に
は
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
は
平
仮
名
五
十
音
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
漢
字
に
も
興
味
が
出
始
め
、
身
の
回
り
で
よ
く
見
か
け
る
漢
字
を
読
み
書
き
す
る
よ
う
に
な
る
。
大
学
一
年
生
に
お
け
る
「
漢
字
力
と
漢
字
学
習
」
の
現
状
と
課
題
―
―
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
―
―
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群人
数
平
均
点
漢
字
好
き
・
得
意
ま
ず
ま
ず
普
通
あ
ま
り
嫌
い
・
苦
手
Ａ
群
41
人
85
・
7
読
み
9
19
9
4
0
書
き
3
8
9
15
6
Ｃ
群
48
人
90
・
5
読
み
4
24
14
5
1
書
き
0
7
14
17
10
小
計
89
人
読
み
13
43
23
9
1
書
き
3
15
23
32
16
総
計
16
58
46
41
17
仮
名
、
漢
字
と
も
に
正
し
い
字
形
や
筆
順
、
読
み
書
き
は
小
学
校
一
年
生
で
学
習
す
る
が
、
入
学
時
点
で
子
ど
も
の
漢
字
へ
の
興
味
・
関
心
、
読
み
書
き
能
力
の
実
態
は
、
当
然
生
育
歴
や
環
境
に
よ
っ
て
か
な
り
の
個
人
差
が
あ
る
。
小
学
校
で
は
、
1
〜
6
年
生
ま
で
学
年
別
に
配
当
さ
れ
た
一
〇
〇
六
字
の
教
育
漢
字
に
つ
い
て
学
習
す
る
が
、
低
学
年
で
は
漢
字
習
得
に
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
意
欲
的
に
学
習
し
、
週
9
時
間
あ
る
国
語
科
の
時
数
を
有
効
に
使
っ
て
丁
寧
に
指
導
す
る
教
員
が
多
数
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
家
庭
学
習
で
も
漢
字
ド
リ
ル
や
百
マ
ス
ノ
ー
ト
、
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
課
題
を
出
し
て
丁
寧
に
習
得
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
配
当
漢
字
数
が
増
え
る
中
学
年
に
な
る
と
、
得
手
不
得
手
の
差
が
出
始
め
、
高
学
年
に
な
っ
て
字
形
の
複
雑
な
漢
字
や
子
ど
も
の
生
活
で
あ
ま
り
見
か
け
な
い
漢
字
が
出
て
く
る
と
そ
の
差
は
広
が
る
。
習
得
で
き
な
い
児
童
は
意
欲
も
失
い
、
小
学
校
卒
業
の
頃
に
は
漢
字
習
得
の
意
欲
が
減
退
し
て
い
る
児
童
も
少
な
く
な
い
。
中
学
校
や
高
校
で
は
、
以
前
は
一
九
四
五
字
の
常
用
漢
字
、
二
〇
一
〇
年
の
改
定
常
用
漢
字
で
は
二
〇
三
六
字
の
お
お
よ
そ
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
学
校
よ
り
も
国
語
科
の
指
導
時
数
も
減
っ
て
自
主
的
な
勉
強
が
増
え
、
入
試
に
備
え
て
の
漢
字
学
習
が
中
心
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
入
試
や
模
擬
テ
ス
ト
で
は
必
ず
漢
字
の
読
み
書
き
が
出
題
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
良
い
成
績
を
取
る
た
め
に
漢
字
習
得
に
努
力
す
る
と
い
う
実
態
も
あ
る
。
漢
字
学
習
の
意
義
を
知
り
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
を
味
わ
わ
せ
る
教
育
は
、
国
語
科
専
科
教
員
の
地
道
で
粘
り
強
い
指
導
や
そ
の
工
夫
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
漢
字
習
得
の
た
め
に
熱
心
に
学
習
す
る
生
徒
は
多
い
と
聞
く
。
本
学
に
入
学
し
て
き
た
一
年
生
に
「
教
養
国
語
」
の
授
業
初
回
に
意
識
調
査
を
実
施
し
た
し
た
と
こ
ろ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
前
記
の
Ａ
群
と
Ｃ
群
と
で
は
次
の
よ
う
な
結
果
が
出
た
。
Ａ
群
は
Ｃ
群
と
比
べ
て
理
科
系
男
子
の
多
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
せ
い
か
平
均
点
は
Ｃ
群
よ
り
5
点
近
く
低
い
が
、
読
み
と
書
き
取
り
と
も
に
「
好
き
・
得
意
」「
ま
ず
ま
ず
」
の
意
識
が
Ｃ
群
よ
り
高
く
、「
あ
ま
り
好
き
で
な
い
・
得
意
で
な
い
」「
嫌
い
・
苦
手
」
の
意
識
が
低
い
。
漢
字
に
対
す
る
考
え
や
所
属
学
部
の
性
格
も
異
な
り
、「
意
識
と
知
識
」
は
同
じ
傾
向
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
漢
字
の
書
き
取
り
」
に
な
る
と
、「
あ
ま
り
好
き
・
得
意
で
な
い
、
嫌
い
・
苦
手
」
と
答
え
た
学
生
が
合
計
で
48
人
〈
54
％
〉
も
い
て
、
漢
字
を
書
く
こ
と
へ
の
「
好
き
・
得
意
」
と
い
う
意
識
は
予
想
以
上
に
低
く
、
漢
字
学
習
へ
の
苦
痛
、
困
難
さ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
望
ま
し
い
漢
字
学
習
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
。
一
九
九
八
年
発
行
の
『
バ
ツ
を
つ
け
な
い
漢
字
指
導
』
の
中
で
、
小
林
一
仁
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い（
註
3
）
る
。
漢
字
は
一
字
一
字
、
文
字
で
あ
る
と
と
も
に
日
本
語
の
語
句
（
言
葉
）
で
あ
り
、
語
彙
を
形
造
る
。
常
用
漢
字
表
の
字
種
（
一
九
四
五
字
）
は
お
お
む
ね
そ
の
基
礎
基
本
的
な
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
を
核
に
し
て
必
要
な
字
種
を
身
に
付
け
る
こ
と
と
な
る
ゆ
え
に
、
学
習
は
意
欲
的
、
内
発
的
に
辞
書
を
引
い
た
り
資
料
を
探
索
し
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
自
己
学
習
力
を
育
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。
大
学
一
年
生
に
お
け
る
「
漢
字
力
と
漢
字
学
習
」
の
現
状
と
課
題
―
―
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
―
―
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学
習
者
が
漢
字
の
学
習
は
負
担
で
あ
り
、
苦
痛
で
あ
る
と
訴
え
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、
指
導
者
の
指
導
法
や
評
価
法
に
工
夫
が
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
。
早
い
話
が
、
指
導
者
が
心
を
開
き
学
習
者
一
人
一
人
の
個
の
側
に
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
学
習
の
成
立
を
目
指
し
、
一
人
一
人
の
漢
字
（
日
本
語
の
語
句
、
語
彙
）
の
習
得
の
状
況
に
応
じ
、
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
面
倒
を
見
る
の
で
あ
る
。
教
育
上
で
問
題
な
の
は
、
学
習
者
そ
れ
ぞ
れ
を
比
べ
、
出
来
る
の
出
来
な
い
の
と
優
劣
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
に
あ
る
。
絶
対
に
比
べ
な
い
、
序
列
化
し
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
が
学
習
目
標
を
持
ち
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
学
び
、
自
分
な
り
に
努
力
し
て
自
分
の
責
任
に
お
い
て
結
果
を
出
し
て
い
け
ば
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
学
習
負
担
な
ど
と
い
う
こ
と
を
言
う
べ
き
で
は
な
い
、
と
分
か
っ
て
こ
よ
う
。
漢
字
一
字
一
字
の
字
種
の
文
字
の
形
の
記
憶
は
、
視
覚
で
の
識
別
に
加
え
、
手
を
使
い
紙
に
書
き
表
し
つ
つ
脳
に
刻
み
込
む
こ
と
が
最
も
効
率
的
で
あ
る
。
指
で
の
空
書
で
も
よ
い
。
忘
れ
た
ら
辞
書
（
字
書
）
を
引
き
思
い
出
せ
ば
よ
い
。
文
字
の
形
を
す
べ
て
に
わ
た
り
暗
記
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
な
い
。
白
川
静
氏
の
漢
字
教
育
論
は
、（
註
2
）の
『
入
門
講
座
Ⅰ
文
字
白
川
静
の
世
界
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い（
註
4
）
る
。
①
〈
漢
字
は
国
字
〉
の
認
識
ま
ず
教
師
が
〈
漢
字
は
国
字
〉〈
漢
字
な
く
し
て
国
語
教
育
は
で
き
な
い
〉
と
の
認
識
を
持
つ
こ
と
、
こ
れ
が
大
前
提
で
あ
る
。（
中
略
）
②
広
く
正
し
い
知
識
教
師
が
漢
字
の
魅
力
を
伝
え
る
に
足
る
、
ま
と
ま
っ
た
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
漢
字
を
体
系
的
に
教
え
る
と
、「
な
ぜ
こ
の
形
な
の
か
な
」
と
い
っ
た
子
供
の
興
味
を
引
き
出
す
。
こ
れ
に
応
え
る
だ
け
の
知
識
を
教
師
は
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
確
か
な
知
識
で
子
供
の
探
究
心
を
喚
起
し
、
自
学
自
習
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
も
負
担
を
強
い
て
意
欲
を
殺
ぐ
、
筆
順
や
筆
画
の
過
度
の
こ
だ
わ
り
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
③
書
写
・
反
復
目
や
耳
か
ら
得
た
だ
け
の
知
識
は
身
に
付
か
な
い
。
本
当
の
知
識
は
、
手
で
書
き
、
脳
に
打
ち
込
む
こ
と
で
生
ま
れ
る
。
ま
ず
書
き
写
し
、
次
に
覚
え
、
そ
し
て
考
え
る
。
こ
う
し
て
脳
に
知
識
が
組
織
さ
れ
て
い
く
。
覚
え
る
に
は
反
復
が
必
要
で
あ
り
、
考
え
る
に
は
既
得
の
知
識
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
。（
中
略
）
④
体
系
的
な
学
習
漢
字
は
複
雑
で
難
解
と
さ
れ
る
が
、「
漢
字
の
も
つ
体
系
性
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
理
解
は
か
え
っ
て
容
易
で
あ
る
」（『
桂
東
雑
記
五
』「
漢
字
の
体
系
―
転
注
の
字
）。
こ
の
4
点
に
つ
い
て
は
共
感
で
き
、
筆
者
も
小
学
校
教
員
時
代
に
児
童
の
漢
字
学
習
指
導
で
重
視
し
た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
「
教
養
国
語
」
の
授
業
で
の
基
本
的
な
考
え
方
と
な
っ
て
い
て
、そ
の
授
業
に
お
い
て
大
学
一
年
生
の
漢
字
力
、漢
字
学
習
の
実
態
、
指
導
法
に
つ
い
て
こ
の
約
二
年
間
以
下
の
よ
う
な
実
践
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
4
研
究
の
実
際
（
1
）
全
学
統
一
漢
字
調
査
（
テ
ス
ト
）
研
究
方
法
①
の
と
お
り
、
第
1
回
（
初
回
）
と
第
15
回
（
最
終
回
）
に
全
学
共
通
漢
字
調
査
を
行
い
、
学
生
の
漢
字
力
の
実
態
や
定
着
度
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
。
◇
問
題
は
、
問
題
作
成
担
当
教
員
が
過
去
の
漢
字
検
定
（
以
後
、「
漢
検
」）
の
出
題
の
中
か
ら
任
意
に
選
ん
で
作
成
す
る
。
問
題
は
、
単
語
で
な
く
文
脈
の
中
で
の
読
み
書
き
で
あ
る
。
◇
問
題
は
、
難
易
度
の
異
な
る
漢
検
5
級
〜
2
級
ま
で
の
範
囲
で
、
漢
字
の
読
み
が
5
問
、
書
き
取
り
が
5
問
の
各
10
問
ず
つ
、
全
体
で
50
問
と
し
、
そ
の
正
答
数
を
調
査
す
る
。
◇
各
担
当
ご
と
に
正
答
数
を
集
計
し
、
問
題
作
成
担
当
教
員
が
す
べ
て
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
担
当
者
6
名
に
報
告
す
る
。
◇
採
点
方
法
は
自
己
採
点
を
取
り
入
れ
た
が
、
筆
者
は
教
員
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
。
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①調
査
結
果
筆
者
は
平
成
23
年
4
月
か
ら
24
年
12
月
現
在
ま
で
、
約
2
年
間
に
教
育
支
援
課
よ
り
割
り
当
て
ら
れ
た
3
学
科
4
グ
ル
ー
プ
189
人
（
休
学
等
を
除
く
）
の
授
業
を
担
当
し
、
研
究
対
象
と
し
た
。
2
ペ
ー
ジ
に
示
し
た
よ
う
に
、
Ａ
群
は
平
成
23
年
前
期
、
Ｂ
群
は
23
年
後
期
、
Ｃ
群
は
平
成
24
年
前
期
、
Ｄ
群
は
平
成
24
年
後
期（
現
在
）
の
デ
ー
タ
を
集
計
分
析
し
た
。
ａ
各
問
題
の
正
答
率
の
分
析
と
考
察
現
在
ま
で
の
4
群
の
正
答
率
は
別
表
1
〜
7
の
と
お
り
で
あ
る
。
各
回
の
問
題
は
す
べ
て
異
な
る
。
別表1 第1回統一漢字テスト正答数 A群
平成23年4月8日実施 40人
問題 正答数 正答 問題 漢検
1 36 ちぢ（んだ） 縮（んだ） 5級
2 40 けいとう（立てて） 系統（立てて） 読み
3 40 こうふん 興奮
4 40 そ（って） 沿（って）
5 40 ふ（る） 降（る）
6 36 運賃 うんちん 5級
7 35 裁判 さいばん 書き
8 40 激（しい） はげ（しい）
9 40 乳 ちち
10 36 吸（う） す（う）
11 18 げいごう 迎合 4級
12 39 こうれい 恒例 読み
13 36 しはん 市販
14 36 おに 鬼
15 36 たて 盾
16 36 納税 のうぜい 4級
17 33 由来 ゆらい 書き
18 39 減（った） へ（った）
19 27 行方 ゆくえ
20 35 気配（り） きくば（り）
21 38 ほうめん 放免 3級
22 31 いこん 遺恨 読み
23 39 じゃあく 邪悪
24 39 すべ（り込む） 滑（り込む）
25 40 ゆず（る） 譲（る）
26 11 明朗 めいろう 3級
27 18 綿密 めんみつ 書き
28 8 故（あって） ゆえ（あって）
29 31 裏付（けた） うらづ（けた）
30 26 唱（える） とな（える）
31 37 はしゃ 覇者 準2級
32 35 けいりゅう 渓流 読み
33 40 さいきん 細菌
34 40 つ（り糸） 釣（り糸）
35 32 おのれ 己
36 19 祈願 きがん 準2級
37 19 旧暦 きゅうれき 書き
38 32 濃（い） こ（い）
39 18 砂利 じゃり
40 21 霧 きり
41 5 ていげん 逓減 2級
42 7 つうぎょう 通暁 読み
43 19 こんぼう 混紡
44 22 いつく（しみ） 慈（しみ）
45 16 うれ（い） 憂（い）
46 3 伯仲 はくちゅう 2級
47 5 荒廃 こうはい 書き
48 8 苦杯 くはい
49 9 鍛（えて） きた（えて）
50 36 滑（り易い） すべ（り易い）
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別表2 第2回統一漢字テスト正答数 A群
平成23年7月29日実施 41人
番号 正答数 正答 問題
1 41 たまご 卵
2 41 こうしゅう 公衆
3 41 さが（す） 探（す）
4 34 とうと（さ）たっと（さ） 尊（さ）
5 40 と（じる） 閉（じる）
6 37 改革 かいかく
7 37 染（める） そ（める）
8 40 胸 むね
9 41 宝 たから
10 37 故障 こしょう
11 39 いぜん 依然
12 16 ろぼう 路傍
13 34 かんたい 歓待
14 39 おと（って） 劣（って）
15 41 むなさわ（ぎ） 胸騒（ぎ）
16 29 鋼鉄 こうてつ
17 31 領土 りょうど
18 19 乳飲（み子） ちの（み子）
19 28 拝（んだ） おが（んだ）
20 36 乱（れた） みだ（れた）
21 41 ろうか 廊下
22 39 えつらん（室） 閲覧（室）
23 34 ほうらく 崩落
24 36 ゆる（やかな） 緩（やかな）
25 35 ほさき 穂先
26 26 包囲 ほうい
27 30 提供 ていきょう
28 37 沿（って） そ（って）
29 39 裏道 うらみち
30 38 宙返（り） ちゅうがえ（り）
31 38 ほうい 包囲
32 21 てきぎ 適宜
33 25 なんじゅう 難渋
34 40 かたよ（った） 偏（った）
35 41 ここち（よく） 心地（よく）
36 14 彼岸 ひがん
37 18 一躍 いちやく
38 28 抜（かり） ぬ（かり）
39 35 繰（り越す） く（り越す）
40 17 敷（きつめる） し（きつめる）
41 6 しゅびょう 種苗
42 28 ぜんぷく 全幅
43 36 にょじつ 如実
44 37 つぐな（う） 償（う）
45 29 うらかぜ 浦風
46 19 嫌悪 けんお
47 18 会釈 えしゃく
48 3 渉外 しょうがい
49 29 削（る） けず（る）
50 16 施（した） ほどこ（した）
別表3 第1回統一漢字テスト正答数 B群
平成23年10月11日実施 44人
番号 正答数 正答 問題
1 44 かんしゅう 観衆
2 43 ちぢ（まる） 縮（まる）
3 41 たず（ねる） 訪（ねる）
4 44 ま（きあげる） 巻（きあげる）
5 43 そうさく 創作
6 33 従（がって） した（がって）
7 44 座席 ざせき
8 43 我 われ
9 44 穴 あな
10 44 城 しろ
11 43 めいよ 名誉
12 44 いじ 維持
13 44 けんい 権威
14 44 しばい 芝居
15 44 うす（く） 薄（く）
16 41 視界 しかい
17 41 過密 かみつ
18 44 素顔 すがお
19 36 盛（ん） さか（ん）
20 32 注（ぐ） そそ（ぐ）
21 22 せっしょう 折衝
22 21 ようこう 要綱
23 41 しつげん 湿原
24 38 なごり 名残
25 42 お（しまれる） 惜（しまれる）
26 36 発揮 はっき
27 20 散策 さんさく
28 35 補（う） おぎな（う）
29 34 供（えて） そな（えて）
30 43 幼（い） おさな（い）
31 39 りんり 倫理
32 11 ほうちく 放逐
33 32 ゆうしゅう 憂愁
34 27 （とび）か（って）（とび）交（って）
35 37 ひがた 干潟
36 23 痛烈 つうれつ
37 10 執筆 しっぴつ
38 30 澄（まして） す（まして）
39 24 陰口 かげぐち
40 26 丈 たけ
41 29 けっしゅつ 傑出
42 41 せんさい 繊細
43 23 てきぎ 適宜
44 29 まぬが（れた） 免（れた）
45 32 にせ 偽
46 26 告示 こくじ
47 7 包括 ほうかつ
48 34 移籍 いせき
49 8 慈（しむ） いつく（しむ）
50 2 醸（す） かも（す）
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別表4 第2回統一漢字テスト正答数 B群
平成24年2月7日実施 44人
番号 正答数 正答 問題
1 44 つくえ 机
2 44 したが（って） 従（って）
3 44 けいご 警護
4 44 てんこ 点呼
5 44 もよう 模様
6 44 届（く） とど（く）
7 42 拝（む） おが（む）
8 44 幼児 ようじ
9 43 加盟 かめい
10 43 吸（う） す（う）
11 36 ちょうやく 跳躍
12 34 ぎきょく 戯曲
13 17 どんじゅう 鈍重
14 43 そむ（く） 背（く）
15 42 のが（れる） 逃（れる）
16 38 熟練 じゅくれん
17 38 臨時 りんじ
18 32 絹 きぬ
19 36 蚕 かいこ
20 27 推（し量る） お（し量る）
21 44 だんろ 暖炉
22 38 てんさく 転作
23 42 ほうのう 奉納
24 43 も（れる） 漏（れる）
25 43 ほどこ（す） 施（す）
26 39 報道 ほうどう
27 38 散策 さんさく
28 23 型破（り） かたやぶ（り）
29 33 小豆 あずき
30 37 奮（い立つ） ふる（い立つ）
31 32 おうひ 王妃
32 15 ちせつ 稚拙
33 34 こうかくるい 甲殻類
34 36 まかな（う） 賄（う）
35 44 ゆうば（え） 夕映（え）
36 11 誇示 こじ
37 40 散髪 さんぱつ
38 7 助太刀 すけだち
39 41 払（う） はら（う）
40 43 大筋 おおすじ
41 38 きゅうよ 窮余
42 22 さいりょう 宰領
43 10 こしょう 湖沼
44 41 つつし（んで） 謹（んで）
45 40 かつ（ぐ） 担（ぐ）
46 32 勇敢 ゆうかん
47 19 虚勢 きょせい
48 30 抜本 ばっぽん
49 18 黒焦（げ） くろこ（げ）
50 24 妨（げられる） さまた（げられる）
別表5 第1回統一漢字テスト正答数 C群
平成24年4月13日 49人
番号 正答数 正答 問題
1 49 まど 窓
2 49 かたあし 片足
3 49 どくそう 独奏
4 49 みと（め） 認（め）
5 48 きょうど 郷土
6 48 紅茶 こうちゃ
7 43 温暖 おんだん
8 38 映（って） うつ（って）
9 46 吸（う） す（う）
10 48 降（った） ふ（った）
11 48 しっきゃく 失脚
12 43 みゃくらく 脈絡
13 49 せんこう 専攻
14 48 たたか（って） 闘（って）
15 33 ひより 日和
16 27 資質 ししつ
17 46 危険 きけん
18 43 頭 かしら
19 39 乱（れた） みだ（れた）
20 29 浴（びせ） あ（びせ）
21 43 かいこ 回顧
22 45 ふにん 赴任
23 45 かっそうろ 滑走路
24 37 くわだ（てた） 企（てた）
25 49 たく（み） 巧（み）
26 42 絶句 ぜっく
27 45 提供 ていきょう
28 23 鳥居 とりい
29 43 紅 くれない
30 36 幹 みき
31 29 かんてい 艦艇
32 42 がんじょう 頑丈
33 41 じょうざい 浄財
34 47 しの（んで） 忍（んで）
35 48 ここち 心地
36 20 彼岸 ひがん
37 22 脚色 きゃくしょく
38 43 避（けた） さ（けた）
39 36 踏（んばって） ふ（んばって）
40 30 雌花 めばな
41 41 かん（ぐる） 勘（ぐる）
42 47 らんそう 卵巣
43 43 るいせき 累積
44 47 いろど（る） 彩（る）
45 49 つつぬ（け） 筒抜（け）
46 29 不審 ふしん
47 22 料亭 りょうてい
48 3 市井 しせい
49 36 否 いな
50 2 覆（った） くつがえ（った）
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別表6 第2回統一漢字テスト正答数 C群
平成24年7月27日実施 48人
番号 正答数 正答 問題
1 48 すがた 姿
2 47 けいご 敬語
3 43 しゅうにん 就任
4 48 きび（しく） 厳（しく）
5 48 ないかく 内閣
6 48 乳 ちち
7 48 秘密 ひみつ
8 48 盛（りつける） も（りつける）
9 47 染（め方） そ（め方）
10 45 運賃 うんちん
11 43 びょうしょう 病床
12 48 りんじん 隣人
13 48 ちめい（的な） 致命（的な）
14 48 めずら（しい） 珍（しい）
15 47 どう（回り） 胴（回り）
16 46 程度 ていど
17 43 保留 ほりゅう
18 47 海辺 うみべ
19 48 豊（かな） ゆた（かな）
20 42 額 ひたい
21 33 ふくせん 伏線
22 47 じゃどう 邪道
23 48 ちょうこく 彫刻
24 48 はなよめ 花嫁
25 44 なぐさ（め） 慰（め）
26 31 机上 きじょう
27 42 君臨 くんりん
28 42 頂 いただき
29 9 片意地 かたいじ
30 42 済（ませた） す（ませた）
31 45 ひんしゅつ 頻出
32 44 ゆうわ 融和
33 44 かんてつ 貫徹
34 46 あやつ（る） 操（る）
35 21 くちはば（ったい） 口幅（ったい）
36 46 合致 がっち
37 25 機敏 きびん
38 25 芝居 しばい
39 48 驚（いた） おどろ（いた）
40 41 抱（く） 懐（く） いだ（く）
41 23 くんとう 薫陶
42 25 かんおう 観桜
43 45 ぼくじゅう 墨汁
44 41 いそうろう 居候
45 27 はすう 端数
46 35 告示 こくじ
47 10 帳簿 ちょうぼ
48 27 傘下 さんか
49 31 剣 けん
50 29 悟（る） 覚（る） さと（る）
別表7 第1回統一漢字テスト正答数 D群
平成24年10月5日実施 55人
番号 正答数 正答 問題
1 53 わか（い） 若（い）
2 55 しゅうろく 収録
3 55 えいぞう 映像
4 55 じゅんしん 純真
5 55 すがた 姿
6 48 演奏 えんそう
7 52 紅白 こうはく
8 50 巻（く） ま（く）
9 49 独奏 どくそう
10 55 背中 せなか
11 54 しゅうれい 秀麗
12 55 ちんもく 沈黙
13 55 やくざい 薬剤
14 55 うす（く） 薄（く）
15 45 あらなみ 荒波
16 53 応用 おうよう
17 55 吸収 きゅうしゅう
18 51 舌打（ち） したう（ち）
19 51 傷口 きずぐち
20 50 最（も） もっと（も）
21 50 ほうかい 崩壊
22 34 ちじょく 恥辱
23 54 ろうか 廊下
24 33 くわだ（て） 企（て）
25 42 とぼ（しい） 乏（しい）
26 49 賛否 さんぴ
27 22 劇的 げきてき
28 51 極（めて） きわ（めて）
29 45 唱（える） とな（える）
30 50 輪切（り） わぎ（り）
31 51 （ご）どうけい （ご）同慶
32 43 ちょうかい 懲戒
33 52 きが 飢餓
34 37 かまもと 窯元
35 52 つなみ 津波
36 25 歌謡（曲） かよう（曲）
37 33 帽子 ぼうし
38 30 襲（われた） おそ（われた）
39 51 疲（れた） つかれた
40 28 戒（める） いまし（める）
41 11 こしょう 湖沼
42 30 かちゅう 渦中
43 48 げんがく 弦楽
44 22 はずかし（め） 辱（め）
45 53 うる（ませた） 潤（ませた）
46 26 抜本 ばっぽん
47 8 浄財 じょうざい
48 39 楽譜 がくふ
49 37 飽（きる） あ（きる）
50 34 定（か） さだ（か）
大
学
一
年
生
に
お
け
る
「
漢
字
力
と
漢
字
学
習
」
の
現
状
と
課
題
―
―
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
―
―
一
〇
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群人
数
正
答
正
答
数
主
な
誤
答
例
ＡＢＣＤ
41
人
44
人
49
人
56
人
て
い
げ
ん
逓
減
（
読
み
）
つ
う
ぎ
ょ
う
通
暁
（
読
み
）
伯
仲
荒
廃
包
括
慈
し
む
醸
す
す
け
だ
ち
助
太
刀（
読
み
）
市
井
覆
っ
た
こ
し
よ
う
湖
沼
（
読
み
）
浄
財
5
人
7
人
3
人
5
人
7
人
8
人
2
人
7
人
2
人
2
人
11
人
8
人
と
ん
げ
ん
け
い
げ
ん
じ
ん
め
つ
へ
い
げ
ん
え
い
げ
ん
つ
う
し
ょ
う
つ
う
や
き
と
う
あ
か
つ
う
や
つ
う
け
ん
白
中
伯
中
白
仲
白
昼
拍
仲
追
仲
後
敗
後
廃
交
配
後
輩
放
活
放
滑
放
喝
放
割
包
活
包
喝
報
活
縫
括
厳
し
む
滋
し
む
営
し
む
育
し
む
交
す
酷
す
漂
す
醸
の「
六
」の
部
分
な
し
無
回
答
26
じ
ょ
た
ち
す
け
た
い
と
う
じ
ょ
た
と
う
す
け
っ
と
市
生
市
勢
私
勢
私
生
私
情
無
回
答
13
翻
っ
た
返
っ
た
逆
っ
た
屈
っ
た
顧
っ
た
無
回
答
12
こ
ぬ
ま
こ
で
い
み
ず
ぬ
ま
う
み
ぬ
ま
う
み
ど
ろ
情
財
上
財
浄
材
浄
在
錠
剤
②
分
析
と
考
察
ａ
全
体
の
傾
向
5
級
〜
3
級
の
読
み
の
問
題
は
、
大
多
数
が
正
答
の
も
の
が
多
い
。
前
述
の
意
識
調
査
で
「
読
み
」
に
対
し
て
は
「
好
き
・
得
意
、
ま
ず
ま
ず
好
き
・
得
意
」
が
Ａ
群
・
Ｃ
群
89
人
中
60
人
（
67
％
）
い
た
よ
う
に
、
読
み
の
能
力
は
高
い
。
小
学
校
か
ら
高
校
で
の
漢
字
学
習
で
全
体
的
に
は
お
お
む
ね
定
着
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。「書
き
取
り
」
に
お
い
て
は
、
3
級
か
ら
得
意
・
不
得
意
の
差
が
表
れ
、
難
易
度
が
高
い
準
2
級
や
2
級
の
問
題
で
は
正
答
率
が
大
き
く
落
ち
て
い
る
。
意
識
調
査
で
も
89
人
中
48
人
（
54
％
）
と
半
数
以
上
が
「
あ
ま
り
好
き
で
な
い
・
得
意
で
な
い
、
嫌
い
・
苦
手
」
と
答
え
た
こ
と
が
分
か
る
。
書
き
取
り
に
関
し
て
は
全
体
的
に
自
信
が
な
く
、
苦
手
意
識
が
強
い
学
生
が
多
い
。
ｂ
間
違
い
の
多
い
漢
字
の
読
み
書
き
7
回
の
統
一
テ
ス
ト
で
、
2
級
で
は
無
回
答
も
多
か
っ
た
が
、
特
に
間
違
い
の
多
い
漢
字
で
は
次
の
よ
う
な
誤
答
が
見
ら
れ
た
。
ｃ
考
察
無
回
答
も
多
い
が
、
誤
答
の
多
く
は
以
下
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
る
。
△
学
生
に
は
、
生
活
の
中
で
聞
き
慣
れ
な
い
、
使
わ
な
い
、
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
っ
た
語
句
で
あ
り
、
漢
字
へ
の
興
味
・
関
心
が
な
か
っ
た
り
、
読
書
に
親
し
ん
だ
り
し
な
い
と
習
得
さ
れ
に
く
い
。
△
そ
の
た
め
、
同
音
・
同
訓
の
読
み
書
き
を
し
て
誤
っ
て
い
る
の
が
多
数
で
あ
る
。
こ
れ
も
漢
字
の
意
味
理
解
の
不
足
、
語
彙
の
な
さ
も
挙
げ
ら
れ
る
。
漢
検
2
級
と
い
う
難
易
度
の
高
い
漢
字
で
あ
り
、
こ
れ
ら
全
て
の
読
み
書
き
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
間
違
い
を
自
覚
し
、
あ
や
ふ
や
な
漢
字
は
進
ん
で
調
べ
た
り
、
何
度
か
書
い
て
覚
え
直
し
た
り
し
て
、
今
後
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
（
2
）
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
た
漢
字
力
・
国
語
力
の
育
成
次
は
、
前
述
の
テ
キ
ス
ト
『
テ
ス
ト
式
国
語
常
識
の
総
演
習
〈
修
訂
二
班
版
〉』』
を
使
用
し
た
教
養
国
語
の
指
導
を
通
し
て
、
漢
字
や
語
句
、
文
学
史
や
言
葉
の
決
ま
り
な
ど
の
漢
字
力
・
国
語
力
を
ど
の
よ
う
に
育
成
し
た
か
を
述
べ
る
。
テ
ス
ト
は
別
表
8
・
9
の
よ
う
な
内
容
・
形
式
で
あ
る
。
①
テ
キ
ス
ト
で
の
学
習
内
容
本
書
の
「
は
し
が
き
」
に
は
、「
日
本
語
の
力
不
足
が
問
わ
れ
る
中
で
漢
字
の
読
み
書
き
、
こ
と
ば
の
使
い
方
、
常
識
と
し
て
身
に
付
け
て
お
く
べ
き
こ
と
が
自
分
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
に
お
い
て
、
そ
の
対
処
と
し
て
「
実
際
に
や
っ
て
み
る
の
が
一
番
い
い
方
法
」と
考
え
て
編
集
し
た
」と
書
か
れ
て
い
る
。
第
1
回
か
ら
第
10
回
ま
で
学
習
内
容
が
各
8
ペ
ー
ジ
あ
り
、
次
の
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
A
漢
字
を
読
む
力
重
要
語
の
読
み
、
短
文
や
長
文
で
の
読
み
、
同
字
異
音（
訓
）、
部
首
、
熟
語
の
構
成
、
三
字
・
四
字
熟
語
、
湯
桶
読
み
重
箱
読
み
、
古
典
語
や
難
読
語
の
読
み
、
動
植
物
の
漢
字
等
大
学
一
年
生
に
お
け
る
「
漢
字
力
と
漢
字
学
習
」
の
現
状
と
課
題
―
―
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
―
―
一
〇
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別 表 8 第 7 回 国 語 常 識 小 テ ス ト
大
学
一
年
生
に
お
け
る
「
漢
字
力
と
漢
字
学
習
」
の
現
状
と
課
題
―
―
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
―
―
一
〇
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別 表 9 第 7 回 国 語 常 識 小 テ ス ト
大
学
一
年
生
に
お
け
る
「
漢
字
力
と
漢
字
学
習
」
の
現
状
と
課
題
―
―
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
―
―
一
〇
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B漢
字
を
書
く
力
重
要
語
の
書
き
取
り
、
短
文
や
長
文
で
の
書
き
取
り
、
筆
順
、
反
対
語
、
類
義
語
、
同
音
（
訓
）
異
義
語
、
同
音
の
類
字
、
誤
字
訂
正
、
四
字
熟
語
等
C
こ
と
ば
の
力
語
の
意
味
、
慣
用
句
、
こ
と
わ
ざ
、
故
事
成
句
、
金
言
、
単
位
の
呼
称
、
擬
態
語
、
略
語
、
慣
用
表
現
、
こ
と
ば
の
使
い
方
等
D
文
章
表
現
、
韻
文
、
文
学
史
、
文
法
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
、
句
読
点
、
特
殊
な
こ
と
ば
、
決
ま
っ
た
表
現
、
不
適
切
な
表
現
、
比
喩
、
擬
態
語
、
敬
体
常
体
、
語
の
対
応
、
慣
用
の
あ
い
さ
つ
、
面
接
で
の
言
葉
づ
か
い
、
敬
語
、
正
確
に
伝
わ
る
文
、
不
十
分
な
文
等
②
学
習
の
手
順
授
業
で
は
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
、
調
べ
学
習
を
重
視
す
る
た
め
に
解
答
は
渡
さ
な
い
で
、
授
業
の
中
で
プ
リ
ン
ト
印
刷
し
て
配
付
を
す
る
。
用
意
を
さ
せ
た
の
は
ノ
ー
ト
、
資
料
や
テ
ス
ト
綴
り
の
フ
ァ
イ
ル
で
、
毎
回
終
末
に
理
解
度
・
定
着
度
テ
ス
ト
を
す
る
た
め
一
つ
置
き
の
座
席
指
定
と
す
る
。
次
回
の
学
習
範
囲
は
前
述
の
各
1
回
8
ペ
ー
ジ
の
範
囲
指
定
を
し
、
家
庭
で
自
習
を
し
て
テ
キ
ス
ト
ま
た
は
ノ
ー
ト
に
解
く
。
不
明
な
と
こ
ろ
、
あ
や
ふ
や
な
と
こ
ろ
は
辞
書
や
ネ
ッ
ト
で
調
べ
学
習
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
③
授
業
1
コ
マ
の
活
動
内
容
1
コ
マ
90
分
の
基
本
的
な
活
動
内
容
は
、「
前
回
テ
ス
ト
の
復
習
や
誤
答
の
解
説
を
約
5
分
↓
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
解
説
と
指
導
を
約
25
分
↓
各
自
で
予
習
の
答
え
合
わ
せ
、
自
学
自
習
で
覚
え
直
し
の
た
め
書
い
て
習
得
す
る
こ
と
を
約
30
分
↓
理
解
度
・
定
着
度
テ
ス
ト
を
約
15
分
↓
自
己
採
点
、
テ
ス
ト
用
紙
の
最
後
に
設
定
し
た
枠
内
へ
の
学
習
記
録
（
振
り
返
り
）
を
約
10
分
と
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
解
説
で
は
、
学
生
が
聞
き
慣
れ
な
い
語
句
、
四
字
熟
語
、
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
・
故
事
成
語
、
こ
と
ば
の
使
い
方
、
文
法
を
中
心
に
毛
筆
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
多
用
し
、
広
い
講
義
室
で
短
時
間
に
効
果
的
、
視
覚
的
に
漢
字
力
や
国
語
力
を
習
得
さ
せ
よ
う
と
工
夫
を
試
み
た
。
パ
ソ
コ
ン
で
プ
レ
ゼ
ン
も
し
た
が
、
画
面
が
次
々
と
消
え
る
た
め
、
黒
板
に
残
る
カ
ー
ド
が
分
か
り
易
い
と
好
評
だ
っ
た
。
自
己
採
点
に
し
た
の
は
、
教
師
に
よ
る
他
者
採
点
よ
り
も
主
体
的
な
学
習
が
期
待
で
き
、テ
ス
ト
後
直
ち
に
誤
り
に
も
気
付
い
て
覚
え
易
い
か
ら
で
あ
る
。ま
た
、
学
習
記
録
と
し
て
自
ら
の
学
習
の
振
り
返
り
の
た
め
に
も
有
効
と
考
え
た
。「
先
生
が
採
点
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
学
生
も
一
部
に
は
い
た
が
、
多
く
の
学
生
は
説
〈
真
剣
に
自
学
自
習
〉
〈
答
え
合
わ
せ
が
肝
心
〉
〈
テ
ス
ト
で
確
か
め
〉
〈
ポ
イ
ン
ト
解
説
は
カ
ー
ド
で
〉
〈
文
字
、
字
形
、
筆
順
等
の
指
導
は
板
書
で
〉
大
学
一
年
生
に
お
け
る
「
漢
字
力
と
漢
字
学
習
」
の
現
状
と
課
題
―
―
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
―
―
一
〇
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明
に
納
得
し
て
毎
回
自
己
採
点
に
取
り
組
ん
だ
。
た
だ
し
、
回
収
後
に
毎
回
時
間
を
か
け
て
、
正
確
に
採
点
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、
間
違
い
や
す
か
っ
た
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
、
指
導
の
参
考
に
な
る
よ
う
必
ず
筆
者
が
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
。
採
点
ミ
ス
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
④
10
回
の
得
点
と
平
均
点
学
生
は
「
少
し
で
も
高
得
点
を
取
り
た
い
」「
満
点
を
狙
い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、
多
数
は
真
面
目
に
予
習
を
し
て
真
剣
な
授
業
態
度
で
取
り
組
ん
だ
。
2
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
よ
う
に
4
群
の
平
均
得
点
は
90
点
前
後
と
な
り
、
減
点
は
A
や
B
の
漢
字
の
読
み
書
き
よ
り
も
C
や
D
の
「
言
葉
の
力
」
や
「
短
歌
・
俳
句
・
詩
の
韻
文
」「
文
学
史
」「
文
法
」
の
問
題
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
頼
り
に
見
え
る
現
代
学
生
も
、
こ
う
し
た
学
習
機
会
が
あ
る
こ
と
で
漢
字
学
習
や
教
養
と
し
て
の
国
語
学
習
に
真
剣
に
取
り
組
む
真
摯
さ
は
筆
者
の
期
待
を
上
回
っ
た
。
4
群
の
う
ち
紙
幅
の
関
係
で
Ａ
群
・
Ｃ
群
の
得
点
一
覧
を
別
表
10
・
11
に
掲
載
す
る
。
指
導
に
あ
た
っ
て
配
慮
し
た
こ
と
は
、
得
点
で
優
劣
を
付
け
た
り
序
列
化
を
し
た
り
し
な
い
こ
と
、
知
識
と
し
て
の
成
績
は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
が
学
習
過
程
を
問
い
続
け
、
漢
字
や
国
語
へ
の
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
母
国
語
の
よ
さ
や
大
切
さ
を
再
認
識
し
て
母
国
語
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。
⑤
誤
認
漢
字
の
実
態
毎
回
読
み
や
書
き
取
り
の
テ
ス
ト
を
し
て
採
点
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
と
、
正
し
く
な
い
漢
字
を
覚
え
て
い
た
り
使
っ
て
い
た
り
し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
意
外
性
に
驚
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
代
表
的
な
例
を
挙
げ
る
。
い
ず
れ
も
Ｄ
群
の
学
生
の
事
例
で
あ
る
。
ａ
【
勧
誘
】
社
会
人
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
が
、
52
人
中
23
人
が
正
し
く
書
け
て
い
な
い
。
21
人
も
「
勧
」
を
「
歓
」
と
書
い
て
間
違
い
、
そ
の
う
ち
13
人
は
そ
れ
で
正
解
に
し
た
自
己
採
点
ミ
ス
で
あ
る
。
後
の
1
名
は
「
観
」、
1
名
は
空
欄
で
あ
っ
た
。
学
生
に
は
「
勧
誘
」
と
い
う
語
句
よ
り
も
「
歓
迎
会
」
な
ど
て
使
用
さ
れ
る
「
歓
」
が
強
く
記
憶
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ｂ
【
魅
力
】
こ
の
語
句
も
身
近
で
頻
繁
に
使
わ
れ
る
が
、
10
人
が
鬼
の
部
分
の
「
ム
」
を
書
か
ず
に
正
解
と
し
て
い
た
。
思
い
込
み
は
、
答
え
合
わ
せ
で
一
点
一
画
の
細
部
ま
で
よ
く
見
る
よ
う
に
口
を
酸
っ
ぱ
く
し
て
授
業
を
続
け
た
が
、
思
い
込
み
を
正
す
機
会
が
な
い
と
誤
っ
た
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
ｃ
【
堀
】【
垣
】【
祥
】【
廷
】【
暫
】【
漸
】
【
堀
】
↓
【
掘
】
の
採
点
ミ
ス
4
人
、
垣
根
の
【
垣
】
↓
【
桓
】
の
採
点
ミ
ス
8
人
、
不
祥
事
の
【
祥
】
↓
【
詳
】
の
採
点
ミ
ス
5
人
、
法
廷
の
【
廷
】
↓
【
延
】
の
採
点
ミ
ス
11
人
、【
暫
】
時
と
【
漸
】
次
の
採
点
ミ
ス
14
名
な
ど
、
類
字
の
判
断
に
正
確
さ
が
な
い
。
誤
認
漢
字
に
気
付
く
機
会
は
誰
か
に
指
摘
さ
れ
る
ま
で
思
い
込
み
の
ま
ま
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
や
は
り
学
習
機
会
が
必
要
で
あ
り
、
一
年
生
必
修
「
教
養
国
語
」
の
授
業
の
意
義
は
大
き
い
。
ｄ
【
公
達
】
の
読
み
「
き
ん
だ
ち
」
は
「
き
み
た
ち
」
の
変
化
し
た
も
の
で
、
上
流
貴
族
の
師
弟
な
ど
の
こ
と
で
、
平
安
末
期
に
は
平
家
に
も
「
公
達
」
が
使
わ
れ
た
。
社
会
科
の
歴
史
や
国
語
科
の
古
典
で
学
習
し
た
と
思
わ
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
で
は
古
典
語
の
読
み
び
ょ
う
ぶ
あ
そ
ん
や
り
み
ず
じ
も
く
と
し
て
「
屏
風
」「
朝
臣
」「
遣
水
」「
除
目
」
な
ど
と
と
も
に
学
習
し
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
解
説
で
も
説
明
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
53
人
中
31
人
が
誤
答
ま
た
は
無
解
答
で
意
外
で
あ
っ
た
。
歴
史
物
語
や
時
代
劇
に
触
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
馴
染
み
の
な
い
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
要
因
で
あ
ろ
う
。
⑥
学
習
記
録
学
習
の
振
り
返
り
と
し
て
毎
回
最
後
に
学
習
記
録
を
書
か
せ
た
。
得
点
欄
の
横
に
枠
を
設
け
、
簡
単
な
記
録
を
書
く
。
努
力
が
報
わ
れ
て
成
績
が
向
上
し
た
喜
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別表10 テキストの漢字テスト 10回の得点・平均点 A群
平成23年前期（4月～7月）
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均点
1 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100．0
2 98 98 100 100 100 96 96 100 欠 98 98．4
3 94 98 100 98 98 96 100 100 100 98 98．2
4 96 98 100 98 100 98 100 100 96 95 98．1
5 98 96 98 98 100 96 100 100 94 100 98．0
6 92 86 100 100 100 100 100 100 100 100 97．8
7 100 100 96 96 96 100 98 98 98 96 97．8
8 98 94 100 100 98 96 100 92 100 98 97．6
9 94 98 100 100 96 94 96 欠 欠 欠 96．9
10 94 96 98 92 98 欠 96 欠 欠 96 95．7
11 94 98 100 92 98 92 100 98 86 96 95．4
12 88 94 96 94 100 96 96 94 98 欠 95．1
13 92 94 98 92 92 92 100 92 94 92 93．8
14 94 94 96 92 94 96 98 88 90 96 93．8
15 94 96 90 88 96 欠 94 92 92 96 93．1
16 92 88 94 94 92 96 98 96 86 94 93．0
17 90 92 100 94 90 94 84 92 88 96 92．0
18 90 90 94 88 86 90 96 88 98 98 91．8
19 84 80 98 98 欠 欠 欠 84 100 96 91．4
20 96 90 92 88 90 92 90 88 88 96 91．0
21 90 90 98 86 98 94 96 86 82 86 90．6
22 82 78 86 84 94 86 96 90 90 90 87．6
23 78 88 90 92 90 68 92 90 84 90 86．2
24 80 84 82 82 86 86 94 92 82 90 85．8
25 84 92 86 82 86 欠 92 88 70 72 83．6
26 74 89 90 欠 88 74 94 90 66 欠 83．1
27 82 81 88 78 82 74 86 90 74 94 82．9
28 80 82 82 80 78 90 88 80 76 90 82．6
29 74 76 92 78 94 96 96 68 56 68 79．8
30 80 82 86 82 70 58 94 78 60 88 77．8
31 66 76 90 78 欠 欠 欠 78 78 欠 77．7
32 72 78 78 78 欠 80 78 68 74 82 76．4
33 78 82 86 78 72 70 78 欠 62 74 75．6
34 88 72 欠 90 欠 42 欠 80 88 66 75．1
35 68 52 70 68 64 82 84 76 84 78 72．6
36 60 52 58 86 70 74 73 84 80 80 71．7
37 50 68 74 66 76 72 80 70 80 76 71．2
38 74 74 62 64 70 56 74 68 62 76 68．0
39 66 66 60 62 62 40 74 66 50 70 61．6
40 44 52 70 70 68 66 74 54 52 欠 61．1
41 30 46 64 36 欠 54 72 56 66 52 52．9
82．4 83．9 88．6 85．6 88．1 82．9 91．0 85．6 82．2 87．9 85．7
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別表11 テキストの漢字テスト 10回の得点・平均点 C群
平成24年前期（4月～7月）
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均点
1 98 100 98 100 100 100 100 96 100 98 99．0
2 94 98 100 94 100 100 100 100 欠 98 98．2
3 98 100 100 92 96 96 100 100 98 96 97．6
4 98 98 100 96 100 94 94 98 96 98 97．2
5 96 100 98 100 100 86 98 96 100 94 96．8
6 96 100 92 96 98 88 96 98 98 96 95．8
7 96 100 96 98 94 92 98 欠 94 94 95．8
8 96 98 96 94 98 92 94 96 96 92 95．2
9 90 98 98 92 96 94 100 96 90 94 94．8
10 96 98 96 90 96 92 92 96 92 100 94．8
11 96 98 96 96 98 90 94 88 92 98 94．6
12 94 100 88 94 96 94 94 92 96 94 94．2
13 96 100 94 90 92 98 98 80 100 94 94．2
14 84 96 96 96 96 92 100 94 94 92 94．0
15 96 96 98 92 98 92 92 92 86 96 93．8
16 92 96 100 88 96 90 96 90 92 96 93．6
17 92 100 92 94 90 94 96 88 96 92 93．4
18 88 94 96 88 100 86 100 92 96 92 93．2
19 88 96 96 94 96 92 90 94 86 98 93．0
20 94 94 94 98 92 90 98 88 96 82 92．6
21 90 98 98 88 92 70 100 98 欠 96 92．2
22 94 100 92 90 92 94 98 76 96 90 92．2
23 84 94 92 90 98 82 98 96 88 98 92．0
24 86 98 90 84 90 96 96 90 96 88 91．4
25 84 98 88 90 94 欠 96 欠 86 92 91．0
26 80 96 98 84 94 欠 92 90 92 92 90．9
27 92 98 96 96 94 78 94 92 80 88 90．8
28 90 96 94 82 100 86 96 88 84 92 90．8
29 98 94 92 86 98 92 92 92 76 86 90．6
30 96 92 94 100 92 88 96 80 80 84 90．2
31 86 96 96 84 96 82 88 80 78 96 88．2
32 88 94 90 82 90 68 88 92 96 90 87．8
33 92 68 92 84 90 88 98 92 84 90 87．8
34 90 82 92 90 84 84 92 88 86 88 87．6
35 92 88 96 82 82 80 96 80 欠 92 87．6
36 90 92 90 94 84 80 92 76 82 94 87．4
37 92 96 86 82 88 86 欠 84 欠 82 87．0
38 88 88 90 80 92 80 90 90 86 84 86．8
39 90 94 92 80 86 80 90 86 82 78 85．8
40 82 84 94 92 96 80 86 66 76 98 85．4
41 82 94 88 86 84 欠 90 80 82 80 85．1
42 90 94 94 82 88 82 欠 84 70 82 85．1
43 72 86 84 92 90 82 90 84 76 86 84．2
44 78 82 84 78 94 82 86 90 90 78 84．2
45 82 88 92 82 88 84 94 66 74 74 82．4
46 78 84 80 84 欠 90 欠 80 70 欠 80．9
47 84 90 92 84 80 74 92 86 58 58 79．8
48 74 76 欠 86 82 欠 72 66 62 96 76．8
89．6 93．8 93．4 89．5 93．0 87．3 94．0 88．0 87．0 90．3 90．5
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び
、
初
め
て
満
点
を
取
っ
た
嬉
し
さ
、
学
習
の
振
り
返
り
や
感
想
、
4
つ
の
分
野
で
の
得
手
・
不
得
手
な
ど
の
感
想
、
文
字
や
採
点
ミ
ス
に
関
す
る
感
想
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
が
残
さ
れ
た
。
テ
ス
ト
の
し
っ
放
し
で
は
な
く
、
振
り
返
り
の
時
間
と
記
録
は
学
ぶ
姿
勢
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
書
く
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
の
喜
び
や
反
省
が
記
録
と
し
て
残
る
。
【
例
】◇
10
月
か
ら
毎
週
こ
の
テ
ス
ト
を
受
け
て
き
た
こ
と
で
漢
字
や
国
語
の
力
が
高
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
予
習
な
ど
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
字
を
き
れ
い
に
書
く
こ
と
を
意
識
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。
◇
前
回
急
い
で
い
て
採
点
間
違
い
が
多
く
反
省
。
27
番
の
「
携
」
は
前
は
間
違
っ
た
か
ら
今
回
合
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
。
50
番
（
手
紙
の
形
式
）
は
や
っ
ぱ
り
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
46
番
の
敬
語
も
。
◇
も
う
少
し
い
い
点
を
取
れ
て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。
あ
い
ま
い
に
覚
え
て
い
る
と
テ
ス
ト
の
と
き
に
出
て
こ
な
い
の
で
身
に
付
い
て
い
な
い
。
確
実
に
覚
え
る
べ
き
だ
。
◇
テ
キ
ス
ト
の
予
習
が
毎
回
苦
痛
だ
っ
た
が
、
今
思
う
と
そ
の
分
身
に
付
い
て
き
た
の
だ
か
ら
結
果
的
に
よ
か
っ
た
。
継
続
は
力
な
り
、
で
す
ね
。
◇
毎
回
難
し
く
な
っ
て
い
く
。
本
当
に
何
度
も
見
直
さ
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
大
変
で
し
た
。
自
分
が
漢
字
や
四
字
熟
語
な
ど
を
覚
え
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
48
番
を
迷
っ
た
の
で
後
で
し
よ
う
と
思
っ
て
忘
れ
て
い
た
の
が
と
て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
。
も
う
1
回
見
直
し
す
る
べ
き
で
し
た
。
◇
難
し
く
な
っ
て
き
て
、
ま
だ
覚
え
が
足
り
な
い
と
感
じ
た
。
一
度
や
っ
て
終
わ
り
で
な
く
、
時
間
の
あ
る
と
き
に
見
直
し
た
い
と
考
え
た
。
（
3
）
点
画
を
正
し
く
見
極
め
る
態
度
の
育
成
前
述
し
た
よ
う
に
筆
者
は
す
べ
て
の
テ
ス
ト
で
自
己
採
点
を
さ
せ
た
。
採
点
を
す
る
こ
と
は
正
誤
を
自
分
で
見
極
め
る「
学
習
」と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
予
習
を
し
て
き
て
、
答
え
合
わ
せ
を
す
る
と
き
も
、
思
い
込
み
で
早
々
に
や
っ
て
し
ま
う
の
と
、
一
点
一
画
を
丁
寧
に
確
認
し
て
い
く
の
で
は
漢
字
の
習
得
に
大
き
な
差
が
出
る
。
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
両
方
と
も
丁
寧
に
一
つ
ず
つ
確
認
を
す
る
指
導
を
繰
り
返
し
た
。
答
案
用
紙
に
は
、
採
点
が
正
確
に
で
き
て
い
た
ら
毎
回
全
員
に
採
点
合
格
の
○
印
を
記
し
た
。
採
点
ミ
ス
は
、
答
案
用
紙
に
青
ペ
ン
で
印
を
付
け
、
得
点
欄
に
マ
イ
ナ
ス
記
号
で
そ
の
数
を
示
し
た
。
正
し
い
字
形
や
使
い
方
を
認
識
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
作
業
で
あ
り
、
学
生
に
も
そ
の
大
切
さ
を
繰
り
返
し
説
い
た
。
①
採
点
ミ
ス
に
よ
る
減
点
と
成
績
と
の
関
連
別
表
12
は
、
Ｃ
群
と
Ｄ
群
の
第
1
回
〜
第
10
回
の
テ
キ
ス
ト
学
習
に
よ
る
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
50
問
中
の
採
点
ミ
ス
に
よ
る
減
点
と
成
績
と
の
関
連
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
己
採
点
し
た
も
の
を
正
確
に
採
点
で
き
て
い
る
か
筆
者
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
②
分
析
と
考
察
こ
れ
ら
の
表
か
ら
理
解
度
・
定
着
度
テ
ス
ト
10
回
の
成
績
上
位
の
15
人
と
下
位
15
人
を
比
較
す
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
成
績
上
位
群
と
下
位
群
の
採
点
ミ
ス
数
（
減
点
数
）
の
差
は
、
Ｃ
群
で
約
2
倍
、
Ｄ
群
で
は
約
3
倍
も
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
漢
字
力
を
身
に
付
け
る
に
は
採
点
ミ
ス
を
し
な
い
、
つ
ま
り
点
画
を
正
し
く
見
極
め
る
目
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
漢
字
教
育
を
行
う
際
に
根
気
強
く
反
復
し
て
正
確
に
見
て
、
間
違
い
な
く
自
己
採
点
を
し
よ
う
と
す
る
態
度
や
能
力
を
養
う
こ
と
は
欠
か
せ
な
い
。
（
4
）
漢
字
学
習
に
お
け
る
学
ぶ
意
義
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
学
習
と
テ
ス
ト
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
、
テ
キ
ス
ト
学
習
の
総
復
習
プ
リ
ン
ト
1
枚
50
問
と
、
漢
検
3
級
・
準
2
級
・
2
級
の
プ
リ
ン
ト
を
毎
回
2
枚
ず
つ
使
用
し
て
、
難
易
度
の
高
い
過
去
問
に
よ
る
範
囲
指
定
学
習
に
よ
り
、
漢
字
の
読
み
書
き
に
絞
っ
た
学
習
指
導
を
展
開
し
た
。「
漢
字
の
読
み
書
き
に
絞
る
」
と
の
予
告
を
聞
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別表12 採点ミスと成績との関連（1） C群
平成24年前期（4月～7月） 1問2点
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均点 採点ミス ミス小計
1 98 100 98 100 100 100 100 96 100 98 99．0 －4
2 94 98 100 94 100 100 100 100 欠 98 98．2 －2
3 98 100 100 92 96 96 100 100 98 96 97．6 －4
4 98 98 100 96 100 94 94 98 96 98 97．2 －8
5 96 100 98 100 100 86 98 96 100 94 96．8 －6
6 96 100 92 96 98 88 96 98 98 96 95．8 －8
7 96 100 96 98 94 92 98 欠 94 94 95．8 －4
8 96 98 96 94 98 92 94 96 96 92 95．2 －6 －116
9 90 98 98 92 96 94 100 96 90 94 94．8 －12
10 96 98 96 90 96 92 92 96 92 100 94．8 －20
11 96 98 96 96 98 90 94 88 92 98 94．6 －10
12 94 100 88 94 96 94 94 92 96 94 94．2 －12
13 96 100 94 90 92 98 98 80 100 94 94．2 －14
14 84 96 96 96 96 92 100 94 94 92 94．0 －2
15 96 96 98 92 98 92 92 92 86 96 93．8 －14
16 92 96 100 88 96 90 96 90 92 96 93．6 －4
17 92 100 92 94 90 94 96 88 96 92 93．4 －10
18 88 94 96 88 100 86 100 92 96 92 93．2 －14
19 88 96 96 94 96 92 90 94 86 98 93．0 －6
20 94 94 94 98 92 90 98 88 96 82 92．6 －8
21 90 98 98 88 92 70 100 98 欠 96 92．2 －6
22 94 100 92 90 92 94 98 76 96 90 92．2 －8
23 84 94 92 90 98 82 98 96 88 98 92．0 －32
24 86 98 90 84 90 96 96 90 96 88 91．4 －2
25 84 98 88 90 94 欠 96 欠 86 92 91．0 －4
26 80 96 98 84 94 欠 92 90 92 92 90．9 －4
27 92 98 96 96 94 78 94 92 80 88 90．8 －6
28 90 96 94 82 100 86 96 88 84 92 90．8 －10
29 98 94 92 86 98 92 92 92 76 86 90．6 －6
30 96 92 94 100 92 88 96 80 80 84 90．2 －4
31 86 96 96 84 96 82 88 80 78 96 88．2 －8
32 88 94 90 82 90 68 88 92 96 90 87．8 －12
33 92 68 92 84 90 88 98 92 84 90 87．8 －6
34 90 82 92 90 84 84 92 88 86 88 87．6 －16
35 92 88 96 82 82 80 96 80 欠 92 87．6 －8
36 90 92 90 94 84 80 92 76 82 94 87．4 －16
37 92 96 86 82 88 86 欠 84 欠 82 87．0 －2
38 88 88 90 80 92 80 90 90 86 84 86．8 －12
39 90 94 92 80 86 80 90 86 82 78 85．8 －10
40 82 84 94 92 96 80 86 66 76 98 85．4 －24
41 82 94 88 86 84 欠 90 80 82 80 85．1 －18 －236
42 90 94 94 82 88 82 欠 84 70 82 85．1 －2
43 72 86 84 92 90 82 90 84 76 86 84．2 －44
44 78 82 84 78 94 82 86 90 90 78 84．2 －20
45 82 88 92 82 88 84 94 66 74 74 82．4 －6
46 78 84 80 84 欠 90 欠 80 70 欠 80．9 －16
47 84 90 92 84 80 74 92 86 58 58 79．8 －16
48 74 76 欠 86 82 欠 72 66 62 96 76．8 －26
89．6 93．8 93．4 89．5 93．0 87．3 94．0 88．0 87．0 90．3 90．5
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別表13 採点ミスと成績との関連（2） D群
平成24年後期（10月～12月調べ）
1問2点
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均点 採点ミス ミス小計
1 96 100 98 100 100 100 100 100 98 98 99．0 －2
2 96 100 100 98 100 100 100 100 98 98 99．0 －2
3 100 96 100 96 100 98 100 100 欠 100 98．9 －4
4 100 100 100 94 98 100 100 94 100 92 97．8 －6
5 96 100 98 98 98 94 94 96 欠 98 96．9 －2
6 98 欠 96 100 100 96 96 98 92 96 96．9 －8
7 98 100 100 90 98 欠 98 欠 欠 94 96．9 －4
8 96 100 100 96 100 94 100 94 94 92 96．6 －6 －76
9 94 100 94 98 100 92 98 94 96 98 96．4 －6
10 100 98 100 96 92 92 96 98 90 98 96．0 －10
11 98 94 100 98 96 98 94 98 86 98 96．0 －2
12 94 98 96 88 100 98 100 96 100 90 96．0 －2
13 96 98 100 96 98 98 86 96 96 94 95．8 －4
14 96 94 94 96 100 欠 96 96 94 96 95．8 －6
15 94 98 94 96 98 92 100 98 94 92 95．6 －12
16 90 96 98 98 98 96 98 92 92 96 95．4 －4
17 100 98 100 90 96 92 100 92 94 92 95．4 0
18 98 100 100 88 100 90 96 92 96 92 95．2 －4
19 94 96 96 98 98 94 100 98 90 86 95．0 －4
20 96 100 92 86 94 94 96 100 94 96 94．8 －2
21 100 86 92 98 欠 92 98 94 94 98 94．7 －10
22 96 96 94 90 欠 90 98 96 欠 96 94．5 0
23 欠 92 90 94 98 96 96 92 96 96 94．4 －10
24 98 94 96 94 96 96 96 88 88 96 94．2 －8
25 84 欠 98 92 欠 96 96 96 欠 94 93．7 －4
26 94 98 90 94 96 88 94 86 98 92 93．0 －8
27 92 欠 94 88 94 84 100 96 94 94 92．9 －2
28 94 96 92 96 94 98 90 92 84 92 92．8 －10
29 94 94 98 90 90 92 欠 96 88 92 92．7 0
30 92 94 98 92 94 78 100 92 94 92 92．6 －2
31 94 96 92 96 90 80 96 90 96 94 92．4 －10
32 94 96 98 96 96 88 96 94 78 88 92．4 －2
33 96 98 92 欠 80 96 98 穴 78 欠 91．1 －6
34 84 92 88 90 96 92 96 86 90 92 90．6 －20
35 84 96 98 88 96 94 74 92 88 92 90．2 －2
36 88 94 100 82 90 86 90 92 92 88 90．2 －10
37 92 100 94 86 90 欠 欠 78 欠 欠 90．0 －6
38 98 100 90 84 92 76 94 88 88 欠 90．0 －16
39 98 96 94 90 92 88 96 88 74 82 89．8 －14
40 92 欠 90 90 90 84 98 88 90 86 89．8 －4
41 欠 94 100 82 欠 82 欠 86 88 94 89．4 －4
42 80 92 90 92 92 82 96 88 92 88 89．2 －14
43 欠 欠 94 欠 欠 90 88 82 94 82 88．3 －16
44 92 90 96 78 92 74 96 86 92 86 88．2 －4
45 94 96 92 66 98 82 94 84 82 72 86．0 －22
46 88 90 82 88 90 86 86 74 82 84 85．0 －4
47 88 欠 92 82 78 66 98 92 欠 76 84．0 0
48 90 88 86 86 82 欠 欠 74 82 72 82．5 －6
49 78 84 82 64 94 74 94 86 82 86 82．4 －24 －216
50 92 94 94 欠 70 80 欠 74 80 74 82．3 －8
51 82 88 82 76 78 82 96 78 82 78 82．2 －22
52 90 94 82 92 82 64 76 72 66 86 80．4 －20
53 80 72 74 66 70 70 92 欠 90 86 77．8 －12
54 86 72 80 78 70 74 78 80 60 70 74．8 －30
55 欠 76 72 68 62 54 欠 62 54 74 65．3 －20
56 74 56 62 40 46 40 56 38 26 66 50．4 －12
92．5 93．4 92．8 88．5 91．0 86．8 94．1 88．9 87．1 89．3 90．3
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①10
回
テ
ス
ト
の
成
績
に
ど
の
程
度
満
足
し
て
い
る
か
②
次
回
テ
ス
ト
範
囲
の
予
習
を
ど
の
程
度
し
た
か
Ａ
群
Ｃ
群
Ａ
群
Ｃ
群
ア
満
足
し
て
い
る
6
人
2
人
ア
ほ
ぼ
毎
回
し
た
10
人
29
人
イ
だ
い
た
い
満
足
し
て
い
る
24
人
35
人
イ
ま
ず
ま
ず
し
た
4
人
15
人
ウ
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
8
人
10
人
ウ
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
し
た
14
人
3
人
エ
あ
ま
り
満
足
し
て
い
な
い
2
人
0
人
エ
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
6
人
0
人
オ
満
足
し
て
い
な
い
1
人
1
人
オ
ま
っ
た
く
し
な
か
っ
た
7
人
1
人
計
41
人
48
人
41
人
48
人
③
授
業
前
と
現
在
の
漢
字
力
は
変
化
し
た
か
④
授
業
前
と
現
在
で
漢
字
以
外
の
言
語
の
知
識
と
興
味
・
関
心
は
変
化
し
た
か
Ａ
群
Ｃ
群
Ａ
群
Ｃ
群
ア
読
む
力
も
書
く
力
も
付
い
た
20
人
37
人
ア
知
識
も
興
味
・
関
心
も
高
ま
っ
た
1
人
9
人
イ
読
む
力
は
付
い
た
12
人
8
人
イ
少
し
は
知
識
も
興
関
も
高
ま
っ
た
19
人
22
人
ウ
書
く
力
は
付
い
た
2
人
0
人
ウ
知
識
は
高
ま
っ
た
10
人
10
人
エ
ど
ち
ら
も
変
わ
ら
な
い
3
人
2
人
エ
興
味
・
関
心
は
高
ま
っ
た
8
人
0
人
オ
分
か
ら
な
い
4
人
1
人
オ
ど
ち
ら
も
変
わ
ら
な
い
2
人
5
人
41
人
48
人
カ
分
か
ら
な
い
1
人
2
人
41
人
48
人
い
て
、
多
く
の
学
生
は
意
欲
を
見
せ
た
。
テ
キ
ス
ト
8
ペ
ー
ジ
の
範
囲
指
定
に
よ
る
テ
ス
ト
で
は
平
均
90
点
を
上
回
っ
た
Ｃ
群
の
学
生
が
、
も
し
予
告
な
し
の
問
題
を
出
題
さ
れ
た
ら
ど
の
程
度
正
し
く
読
み
書
き
で
き
る
か
ど
う
か
把
握
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
も
、
難
易
度
の
高
い
漢
検
2
級
の
問
題
ば
か
り
で
予
告
な
し
の
抜
き
打
ち
テ
ス
ト
を
試
み
た
。
納
得
の
い
く
成
績
が
取
れ
な
け
れ
ば
学
習
の
必
要
性
を
認
識
す
る
も
の
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
結
果
は
、
学
生
全
員
が
テ
キ
ス
ト
使
用
10
回
の
平
均
点
よ
り
も
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
（
別
表
14
）。
当
然
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
勉
強
し
な
け
れ
ば
漢
字
力
は
身
に
付
か
な
い
こ
と
を
理
解
し
合
え
た
。
学
習
す
れ
ば
難
し
い
2
級
の
問
題
も
正
答
で
き
る
。
漢
字
学
習
は
、
反
復
し
て
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
日
々
の
営
み
が
重
要
な
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
。
（
5
）
学
習
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
4
群
と
も
15
回
目
の
授
業
最
終
回
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
、
以
下
の
と
お
り
。
①
漢
字
テ
ス
ト
の
成
績
に
つ
い
て
ど
の
程
度
満
足
し
て
い
る
か
（
5
項
目
か
ら
の
選
択
）。
②
予
習
（
次
回
の
テ
ス
ト
勉
強
）
を
ど
の
程
度
し
た
か
（
5
項
目
か
ら
の
選
択
）。
③
授
業
を
受
け
る
前
と
現
在
で
は
漢
字
力
は
付
い
て
き
た
か
と
思
う
か
（
5
項
目
か
ら
の
選
択
）。
④
漢
字
以
外
の
「
慣
用
句
、
こ
と
わ
ざ
、
故
事
成
語
、
語
句
の
意
味
、
文
法
」
な
ど
の
語
句
の
知
識
や
興
味
・
関
心
は
ど
う
な
っ
た
か
（
6
項
目
か
ら
選
択
）」
⑤
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
受
け
て
考
え
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
（
記
述
式
）。
⑥
「
授
業
者
の
授
業
の
内
容
や
仕
方
」
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
（
記
述
式
）
4
群
の
う
ち
、
テ
キ
ス
ト
使
用
テ
ス
ト
10
回
の
得
点
平
均
の
異
な
る
Ａ
群
（
平
均
点
85
・
7
点
）
と
Ｃ
群
（
平
均
点
90
・
5
点
）
を
表
に
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
記
述
式
の
解
答
は
除
く
。
【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
考
察
】
①
テ
ス
ト
の
成
績
は
Ａ
群
が
平
均
5
点
近
く
も
低
か
っ
た
が
、
そ
の
満
足
度
は
Ｃ
群
と
大
差
は
な
い
。
も
と
も
と
漢
字
に
対
す
る
意
識
や
知
識
の
違
い
が
あ
っ
た
か
ら
、
少
し
点
数
は
低
く
て
も
あ
る
程
度
は
個
人
的
に
満
足
が
い
く
成
績
だ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
②
最
も
顕
著
な
相
違
点
は
、
こ
の
「
予
習
を
し
た
か
ど
う
か
」
で
あ
る
。
予
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別表14 漢字検定2級問題の抜き打ちテスト C群
平成24年7月13日実施 48人 1～10回
番号 読み得点
50点
書き得点
50点
総得点
100点
テキスト得点
100点
1 46 40 86 94．2
2 44 32 76 94．0
3 38 36 74 94．6
4 44 28 72 99．0
5 42 30 72 93．6
6 40 30 70 94．8
7 44 26 70 87．6
8 36 34 70 90．2
9 40 30 70 94．2
10 36 30 66 93．2
11 34 32 66 93．4
12 42 22 64 93．0
13 44 18 62 93．8
14 36 24 60 87．6
15 32 28 60 95．2
16 26 32 58 85．8
17 34 24 58 98．2
18 38 20 58 97．2
19 38 20 58 96．8
20 32 24 56 97．6
21 34 20 54 86．8
22 40 14 54 85．1
23 28 24 52 95．8
24 34 18 52 87．8
25 36 14 50 90．9
26 26 24 50 88．2
27 30 18 48 92．6
28 30 18 48 91．0
29 30 16 46 92．0
30 26 20 46 95．8
31 28 18 46 92．2
32 30 16 46 85．1
33 24 22 46 82．4
34 28 16 44 94．8
35 28 16 44 84．2
36 26 16 42 91．4
37 30 10 40 84．2
38 30 8 38 90．8
39 16 18 34 90．6
40 24 10 34 87．4
41 22 10 32 92．2
42 20 10 30 90．8
43 24 4 28 87．8
44 20 6 26 87．0
45 12 6 18 79．8
46 欠 欠 欠 80．9
47 欠 欠 欠 76．8
48 欠 欠 欠 85．4
38．2 27．0 65．2 90．5
番号 問題 正答
1 漆器 しっき
2 薫風 くんぷう
3 成就 じょうじゅ
4 更迭 こうてつ
5 採譜 さいふ
6 壮挙 そうきょ
7 従容 しょうよう
8 法被（すがた） はっぴ（すがた）
9 聴聞（会） ちょうもん（会）
10 還暦 かんれき
11 囚人 しゅうじん
12 塁審 るいしん
13 忘却 ぼうきゃく
14 権化 ごんげ
15 寡欲 かよく
16 収拾 しゅうしゅう
17 惨禍 さんか
18 教唆 きょうさ
19 渓流 けいりゅう
20 双肩 そうけん
21 不手際 ふてぎわ
22 火照（った） ほて（った）
23 償（う） つぐな（う）
24 潤（ませた） うる（ませた）
25 統（べる） す（べる）
26 かっすい 渇水
27 さんか 傘下
28 かいじゅう 懐柔
29 しょうれい 症例
30 すいま 睡魔
31 こうりょう 荒涼
32 ひるい 比類
33 かかん 果敢
34 はく（した） 博（した）
35 かんじょう 勘定
36 ちぎょ 稚魚
37 かんつう 貫通
38 なんくせ 難癖
39 にせさつ 偽札
40 いしずえ 礎
41 したた（り） 滴（り）
42 わずら（わした） 煩（わした）
43 どろなわ 泥縄
44 きた（えて） 鍛（えて）
45 うら（んで） 恨（んで）
46 ほ（り） 彫（り）
47 した（って） 慕（って）
48 くちく 駆逐
49 さいげつ 歳月
50 （泣きっ）つら （泣きっ）面
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「
ほ
ぼ
毎
回
し
た
、
ま
ず
ま
ず
し
た
」
は
Ａ
群
の
14
人
（
34
％
）
に
対
し
て
Ｃ
群
は
44
人
（
92
％
）
と
差
が
大
き
い
。
予
習
を
し
て
い
な
い
と
答
え
合
わ
せ
や
自
学
自
習
の
時
間
の
使
い
方
は
大
き
く
異
な
る
。
そ
の
こ
と
が
成
績
に
表
れ
て
い
る
。
予
習
を
す
れ
ば
、
不
明
な
点
や
あ
い
ま
い
な
点
を
調
べ
る
活
動
に
繋
が
る
こ
と
が
多
い
。
や
は
り
、
予
習
と
調
べ
学
習
が
漢
字
や
語
句
の
習
得
に
は
必
要
で
あ
る
。
③
わ
ず
か
15
コ
マ
の
授
業
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
学
生
は
家
庭
学
習
の
時
間
を
取
っ
た
。
こ
の
こ
と
や
、
自
分
の
学
習
し
た
こ
と
が
数
値
化
さ
れ
る
こ
と
で
努
力
の
姿
勢
が
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
4
か
月
と
は
い
え
、
正
解
だ
つ
た
と
き
や
成
績
が
向
上
し
た
と
き
に
は
自
信
と
喜
び
が
生
ま
れ
、
次
の
意
欲
へ
と
つ
な
が
っ
た
。「
漢
字
力
が
付
い
た
」
と
自
覚
で
き
た
学
生
は
多
数
で
あ
る
。
こ
の
自
覚
が
大
切
で
あ
る
。
④
4
か
月
と
い
う
短
期
の
学
習
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
学
自
習
時
間
を
設
定
し
た
た
め
に
授
業
で
の
ポ
イ
ン
ト
解
説
や
説
明
は
短
時
間
で
の
指
導
で
あ
っ
た
。
漢
字
や
語
句
へ
の
知
識
を
増
や
し
、
興
味
・
関
心
を
深
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
数
字
に
は
表
れ
な
い
が
、
漢
字
力
・
国
語
力
の
大
切
さ
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
は
便
利
だ
が
手
書
き
す
る
よ
さ
も
感
じ
た
学
生
は
確
実
に
増
え
た
と
感
じ
る
。
【
予
習
の
仕
方
、
予
習
を
し
な
か
っ
た
理
由
】
Ｄ
群
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
記
述
回
答
を
し
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
予
習
の
仕
方
予
習
を
し
た
学
生
は
、
ど
の
よ
う
に
勉
強
し
た
か
を
記
述
し
た
（
44
人
）。
◇
19
人
↓
不
明
な
点
、
あ
い
ま
い
な
点
を
辞
書
や
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
。
◇
8
人
↓
分
か
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
印
を
付
け
て
チ
ェ
ッ
ク
し
易
く
し
た
。
◇
5
人
↓
ま
ず
は
で
き
る
限
り
自
力
で
解
い
て
み
た
。
◇
5
人
↓
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
何
回
も
書
い
た
。
◇
5
人
↓
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
復
習
し
た
。
◇
1
人
↓
短
時
間
で
集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
。
◇
1
人
↓
予
習
を
し
て
か
ら
寝
た
。
予
習
が
出
来
な
か
っ
た
学
生
は
次
の
よ
う
な
理
由
を
記
述
し
た
（
12
人
）。
△
4
人
↓
忙
し
く
て
し
な
か
っ
た
（
バ
イ
ト
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
稽
古
事
）。
△
4
人
↓
し
よ
う
と
思
っ
て
い
て
も
授
業
ま
で
に
忘
れ
て
い
た
。
△
2
人
↓
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
学
校
の
ロ
ッ
カ
ー
に
忘
れ
て
い
た
。
△
1
人
↓
家
に
帰
る
と
や
る
気
が
出
な
か
っ
た
。
△
1
人
↓
初
め
か
ら
し
よ
う
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
高
得
点
を
と
っ
て
知
識
を
増
や
し
、
興
味
・
関
心
を
高
め
た
学
生
は
次
の
4
点
の
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
い
ず
れ
も
講
義
で
話
し
た
こ
と
に
近
い
。
①
必
ず
予
習
を
し
て
テ
ス
ト
に
臨
む
。
②
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
放
置
し
な
い
で
、
辞
書
や
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
。
③
ポ
イ
ン
ト
解
説
や
説
明
の
と
き
に
集
中
し
て
聞
き
、
テ
キ
ス
ト
や
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
取
る
。（
逆
に
予
習
を
し
て
き
て
い
な
か
っ
た
学
生
は
、
解
説
や
説
明
を
聞
か
な
い
で
テ
キ
ス
ト
の
問
題
を
解
い
た
り
し
て
焦
っ
て
い
る
）
④
自
習
の
と
き
、
目
で
見
て
覚
え
る
だ
け
で
な
く
、
テ
キ
ス
ト
、
プ
リ
ン
ト
、
ノ
ー
ト
な
ど
に
手
で
書
い
て
覚
え
る
。
お
わ
り
に
平
成
23
年
8
月
、
日
本
国
語
教
育
学
会
の
大
学
部
会
に
お
け
る
2
人
の
高
校
教
員
の
研
究
発
表
は
、
長
年
小
学
校
教
員
と
し
て
漢
字
の
学
習
指
導
を
し
て
き
た
筆
者
に
と
っ
て
衝
撃
的
だ
っ
た
。
1
人
は
大
学
進
学
よ
り
も
就
職
志
望
の
生
徒
が
多
い
高
校
、
も
う
1
人
は
理
系
の
工
業
高
等
専
門
学
校
で
、「
高
校
生
の
漢
字
指
導
に
多
く
の
努
力
を
要
す
る
」「
就
職
対
策
で
難
解
な
漢
字
が
出
題
さ
れ
る
が
そ
れ
で
良
い
の
か
」「
履
歴
書
に
自
己
Ｐ
Ｒ
文
や
志
望
動
機
が
書
け
な
い
」
な
ど
の
実
態
や
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
基
礎
学
力
ド
リ
ル
、
一
般
常
識
問
題
集
、
専
門
科
目
の
漢
字
語
彙
指
導
、
手
書
き
文
字
の
指
導
な
ど
に
大
変
な
労
力
が
必
要
で
、
細
か
い
点
画
に
こ
だ
わ
る
と
意
欲
を
大
学
一
年
生
に
お
け
る
「
漢
字
力
と
漢
字
学
習
」
の
現
状
と
課
題
―
―
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
―
―
一
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失
い
、
得
点
も
低
下
す
る
と
言
う
。
昭
和
の
時
代
に
は
ス
マ
ホ
も
パ
ソ
コ
ン
も
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
急
変
す
る
情
報
社
会
、
国
際
社
会
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
児
童
、
生
徒
、
学
生
の
漢
字
習
得
指
導
を
ど
う
推
進
し
て
い
く
と
よ
い
の
か
。
漢
字
は
複
雑
で
習
得
に
労
力
も
必
要
で
あ
り
、
学
習
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
の
発
達
に
よ
り
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を
操
作
す
れ
ば
簡
単
に
漢
字
や
文
章
が
「
書
け
る
」
時
代
が
到
来
し
、
音
声
言
語
も
文
字
化
で
き
る
と
き
が
す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い
る
。
し
か
し
、
手
書
き
の
必
要
性
や
手
書
き
の
よ
さ
や
味
わ
い
は
、
い
か
に
機
器
が
発
達
し
て
便
利
に
な
ろ
う
と
な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
伝
統
的
言
語
文
化
と
し
て
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
と
お
し
て
、
今
後
も
大
学
一
年
生
の
漢
字
学
習
の
意
義
と
方
法
を
探
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
註
1
）
テ
キ
ス
ト
は
『
テ
ス
ト
式
国
語
常
識
の
総
演
習
〈
修
訂
二
版
〉』（
京
都
書
房
）
を
使
用
（
註
2
）
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
学
文
化
研
究
所
編
、
二
〇
一
〇
、
入
門
講
座
Ⅰ
文
字
白
川
静
の
世
界
、
平
凡
社
、
東
京
、
186
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
（
註
3
）
小
林
一
仁
、
一
九
九
八
、
バ
ツ
を
つ
け
な
い
漢
字
指
導
、
大
修
館
書
店
、
東
京
、
4
〜
5
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
（
註
4
）
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
学
文
化
研
究
所
編
、
二
〇
一
〇
、
入
門
講
座
Ⅰ
文
字
白
川
静
の
世
界
、
平
凡
社
、
東
京
、
192
〜
194
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
【
引
用
文
献
】
◇
『
テ
ス
ト
式
国
語
常
識
の
総
演
習
〈
修
訂
二
版
〉（
京
都
書
房
編
集
部
、
二
〇
一
一
、
二
〇
一
二
、
京
都
書
房
）
◇
『
入
門
講
座
Ⅰ
文
字
白
川
静
の
世
界
』（
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
学
文
化
研
究
所
編
、
二
〇
一
〇
、
平
凡
社
）
◇
『
バ
ツ
を
つ
け
な
い
漢
字
指
導
』（
小
林
一
仁
、
一
九
九
八
、
大
修
館
書
店
）
【
参
考
文
献
、
発
表
資
料
】
○
『
戦
後
日
本
漢
字
史
』（
阿
辻
哲
次
、
二
〇
一
二
、
新
潮
選
書
）
○
『
漢
字
文
化
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
』（
伊
藤
英
俊
、
一
九
九
六
、
中
公
Ｐ
Ｃ
新
書
9
）
○
「
日
本
語
と
漢
字
そ
の
歴
史
と
現
在
―
常
用
漢
字
表
改
定
の
意
義
―
」（
林
史
典
、
二
〇
一
一
、
第
74
回
日
本
国
語
教
育
学
会
大
学
部
会
提
供
資
料
）
○
『
社
会
人
と
漢
字
力
〜
高
校
生
の
就
職
対
策
と
「
社
会
人
に
必
要
な
漢
字
力
」』
〜
（
坂
本
優
、
二
〇
一
一
、
第
74
回
日
本
国
語
教
育
学
会
大
学
部
会
発
表
資
料
）
○
「
―
こ
れ
か
ら
の
漢
字
指
導
の
課
題
―
」（
宮
本
克
之
、
二
〇
一
一
、
第
74
回
日
本
国
語
教
育
学
会
大
学
部
会
発
表
資
料
）
大
学
一
年
生
に
お
け
る
「
漢
字
力
と
漢
字
学
習
」
の
現
状
と
課
題
―
―
「
教
養
国
語
」
の
授
業
を
中
心
に
―
―
一
一
四
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